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キヤノン製品のお買い上げありびと 5 ございまず。 

EOS Kiss DIGITAL は、優れた機動性を備えた高性能デジタル AF —眼レ 
フカメラです。本機は、有効画素数約63日万•高精細 CMOS センサー搭載、 
全 EF レンズ群と EF - S レンズ対応、いつでをすぐに撮影でさる画期的な機 
動性、全自動撮影から高度な応用撮影にまで最適対応する豊富な撮影機能、 
ダイレクトプ U ント機能など、さまざまな特長を備えています。 

なお、記録媒体には、コンパクトフラッシュカードに F 力ード)を使用しま 
す。 


ご使用になる前に、カメラを手にとりなびら、この使用説明書をお読みに 
なって理解を深め、操作に慣れた上で正しくお使いください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

必ず事前に試し撮りをし、画像び正常に記録されていることを確認してください。 

万一、カメラ（本機)や記録媒体 ( CF カード)の不具合により、撮影画像の記録やコンピ 
ューターへの読み込みびされなかった場合の記録内容の補償については、ご容赦くだ 
さい。 

著作権について 

あなたびカメラ（本機)で記録した権利をのいる被写体の画像は、個人として楽しむな 
どのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使用でさません。なお、実演や興行、展示 
会などのうちには、個人として楽しむなどの目的であってわ、撮影を制限している場 
合びありますのでごを意ください。 

参 Canon および EOS は、キヤノン株式会社の商標です。 

参 Adobe 、 および Photosh 叩は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステ 
ムズ社)の商標です。 

参 CompactFlash (コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 
参 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における商標また 
は登録商標です。 

参 Macintosh は、米国および他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の商 
標です。 


* このデジタルカメラは、 Exif (イグジフ ）2.2( 愛称に xif Print 」） に対応しています。 
Exif Print は、デジタルカメラとプ U ンターの連携を強化した規格です 。 Exif 
Print 対応のプ U ンターと連携することで、撮影時のカメラ情報を活かし、それを 
最適化して、よりされいなプ U ント出力結果を得ることびでさます。 
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同巧品の確認 

初めてご使用になる前に、 I ソ下のをのびすベてそろっているか確認してくださ 
い。万一、足りないをのびあるとさは、お買いまめの販売店にご連絡ください。 

□ EOS Kiss DIGITAL / カメラ本体(アイカッスボディキャップ付き、日 
付/時計機能用 U チウム電池内蔵） 

□ EF - S 1 S - 已 5 mm F 3.5-5 .目 USM / レンズ（レンズキャップ、ダストキャッ 
プ付さ） * レンズ付さキットをお買い求めの場合 

□ バッテリーパック BP -51 1( 保護カバー付き） 

□ バッテリーチャージャー CB - 已 L 
□ バッテリーチャージャー用電源コード 
□ インターフエースケースレ IFC - 300 PCU 
□ ビデオケーブル VC - 100 

□ ネックストラップ EW -100 DBII (アイピースカバー付き） 

□ EOS DIGifAL Solution Disk ( CD - ROM ) 

アドビ フォトシヨッフ エレメンツディスク 

□ Adobe Photoshop Elements Disk ( CD - ROM ) 


□ ポケットガイド 

すぐに撮影したいかたは、このポケットガイドをご覧ください。 

□ EOS Kiss DIGITAL 使用説明書 (本書） 

□ ソフトウェアの正しいインストールのしかた 

ソフトウェアのインス I ルち法と、ソフトウェアの内容を紹介しています。 

□ EOS Kiss D に ITAL ソフトウェア使用説明書 

撮影した画像のコンピューターへの取り込み、 RAW 画像の現像処理 • 画像処理の方 
法について説明しています。 

□ バッテリーパック BP -51 1 使用説明書 


□ お客様ご相談窓□一覧 
□ 保証書 


《同捆品は、なくさないよラごま意ください。 

《撮影画像を記録する CF カードは同姻されていません ので、別途ご購入くだ 
さい。なお、 CF カードはキヤノン製 CF カードのご使用をおすすめします。 
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取り巧い上のご注意 

カメラについて 

• カメラは精密機器です。落としたり衝撃を与えたりしないでください。 

参このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用でさません。万一 
水に謡れてしまったときは、早めに最寄りのお客様相談窓□にご相談ください。 
また、水滴びついたときは乾いたきれいな巧で、潮風にあたったときは固くし 
ぼったきれいな布でよくみきとってください。 

• カメラを磁石やモーターなどの強力な磁気を発生させる装置の近くに、絶対に 
置かないでください。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使 
用したり、放置したりしないでください。電磁波により、カメラび誤動作した 
り、記録した画像データび破壊されることびあります。 

参直射日光下の車の中などは予想しソ上に高温になります。カメラの故障の原因と 
なることびありますので、このよラな場所にカメラを放置しないでください。 

参カメラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでく 
ださい。 

参レンズ、ファインダー、 ミラー、 フオーカシングスク1」ーンなどにゴ三びつい 
ているとさは、市販のブ□アーブラシで吹さ飛ばすだけにしてください。カメ 
ラボディおよびレンズは有機溶剤を含むク1」ーナーなどでみかないでください。 
特に巧れびひどいときは、最寄りのお客様相談窓□にご相談ください。 

参カメラの電気接点は手で触らないでください。腐食の原因となることびありま 
す。腐食び生じるとカメラび作動不良を起こすことびあります。 

参カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結 
露(水滴）び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いとこ 
ろに移すとさは結露の発生をみせぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の 
□を閉じ、周囲の温度になじませてから、袋から取り出してください。 

参結露び発生したとさは、故障の原因となりますので、カメラをお使いにならな 
いでください。レンズ、 CF 力ード、バッテ U - をカメラから取り外し、水滴び 
消えるまで待ってから、カメラをお使いください。 

• カメラを長期間使用しないときは、カメラからバッテ U —を取り外し、風通し 
びよく、涼しい乾燥した場所に保管してください。保管期間中でわ、とさどさ 
シャッターを切るよラにして作動することを確認してください。 

• カメラの保管場所として実験室などのよラな薬品を扱ラ場所は、さび•腐食な 
どの原因になるため避けて<ださい。 

• 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用してください。長期 
間使用しなかったあとや海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄 
りのお客様相談窓□、またはご自身でチェックしてからご使用ください。 
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取り扱い上のごま意 


表示パネルと液晶モニターについて 

• 液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており99.99%しツ上の有効 
画素びありますび、0.0 l%iU 下の画素欠けや、黒や赤の点び現れたままになる 
ことびあります。これは故障ではありません。また、記録されている画像には 
影響ありません。 

参液晶の特性で低温下での表示反応びやや遅くなったり、高温下で表示び黒<な 
ったりすることびありますび、常温に戻れば正常に表示されます。 

CF カードについて 

• CF カードは精密にでさています。落としたり振動を与えたりしないでください。 
CF カードに記録されている画像び壊れる原因となります。 

• テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたわのや静電気の発生しやすい所 
で保管、使用しないでください。 CF カードに記録されている画像データび消え 
てしまラことびあります。 

参直射曰光のあたる場所や、暖房器具の近くに放置しないでください。 CF カード 
び変形して使用でさな< なります。 

• CF カードに液体をこぼさないでください。 

• 大切な画像データを守るため、 CF カードは必ずケースなどに入れて保管してく 
ださい。 

• キヤノン製必がの CF カードを使用すると、画像の記録•再生びできないものび 
あります。このような場合は、キヤノン製 CF カードのご使用をおすすめします。 

• 曲げたり、強い力や衝撃を与えないでください。 

参温度の高い所、ほこりや湿気の多い所に保管しないでください。 

レンズの接点について 

レンズをがしたとさは、接点やレンズ面を傷つけないよラに、 

取り付け面を上にして置さ、ダストキヤツプを取り付けてくだ 

さい。 



巧喜電波自主規制について 

このカメラ（本機)は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準にわ 
とづくクラス目情報技術装置です。このカメラ（本機)は、家庭環境で使用すること 
を目的としていますび、このカメラ（本機)をラジオやテレビジョン受信機に近接し 
て使用すると、受信障害を引さ起こすことびあります。使用説明書(本書）に従って 
正しい取り扱いをしてください。 
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さ部の名撕 

(* *) の* * 部は参照ぺージを示しています。 


モードダイヤルり 2) —— 
電源スイッチに4)- 


ドライブモード選択ボタン 
(63) 


〈盗!〉電子ダイヤル 
に己） 

シャツ ターボタン I 
に 4) 


— EF レンズ取り付け指標 (21) 
内蔵スト□ボ (7 日） 

シンク□接点 
■アクセサ U - シュ- 



グ U ップ 
(パ'ッテ U - 室) 


EF - S レンズ取り付け指標 
に 1) 

ストラップ 
取り付け部 
(15) 

〈ち〉スト□ボ 
ボタン旧 1) 


レンズ□ック解除 
ボタン (21) 


DC カプラーコード 
通し部に 0) 

ミラー (32) 


絞り込みボタン 
(69) 


接点 (7) 


- ■ ■ - 


レンズ□ックピン 
レンズマウント 


EF-S18 -已已 mm F3.5-5.6 USM レンズ 


つー ド EW - 日 0 C 
(別売)取り付け部 


「 ■ 

0己日 mm フィルター1 

取り付けネジ部 
(レンズ前面 


—フオー カスリング 
-ズーム U ング 



デジタル端子- 
(9 日） 

ビデオ出力端子- 
(91) 


U モコン端モ—— 
( U モートスイツチ 

RS -60 E 3 対応） 



- r 

r DIGITAL 、 

.M 

) 


m 

VIDEO OUT 

L み 

叫 

P 




接点 （7) 

フオーカスモードーーレンズ取り付け指標 
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フォー カスモード ー 
スイッチ 
















































各部の名称 


視度調整つまみ (34) 
アイカップ (44) 


〈 INFO .〉 インフォ 
ボタン(日日、日 4) 


—〈々〉表示パネル照明ボタン (82) 

〈AV 因〉 絞り数値/露出補正設定ボタン 
(70) 

〈*/因•み〉 AE □ック/ 

FE □ックボタン/インデックス/ 
縮 ルボタン （7 目/日1/86/87、 
104) 

-〈因/み〉 AF フレ ー ム 

選択/お大ボタン 
(日0/日7、 104) 

ストラップ 
取り付け部 （1 己） 


に0感度設定 
ボタン (4 日） 



ホワイトバランス選択ボタン (49) 

〈 N 0.〉 ボディ番号 
く运)〉設定ボタンに日) 


CF 力ードス□ット 
に 2) 


CF カード取り出しボタン 
に 2) 



〈 C €〉 製品についているこのマークは、 EC 指令への適合宣言マークです。 
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各部の名称 


表示パネル 


ソヤツター速度- 

データ処理中 ( busy ) - 

曰付/時計機能用電池警告- 

( 〔が） 

旧0感度- 

カメラ起動中 （ E 05) - 


— AF フレーム選択 （ [-- 三--リ 
—— CF フル警告 (FuLL び） 

—— CF エラー警告（レ r び） 

——エラーコード 

—— 撮像素子の清掃中 ( 〔 LE 只 n) 


—絞り数値 

—撮影可能枚数 


ホワイトバランス - 
fiV の a 才ート 

米太陽光 
6 k 日陰 
A くもり 


-ISO ISO 感度 
I - <§>ホ目緩和 


迎皿米なを [mu 

A 米:端ち 


■ か -■ リ ) 電子音 


4 !巧 mmimm 


%AEB ' 


ドライブモード 

化 MS ni 枚撮影 


鸟 I 連続撮影 

セルフタイマー / 
リモコン 


ミが白熱電球 

雜白色堂光灯バッテリーチエック」 

もスト□ボ it»] 亡 13 づ二 1 - 1 、- 

tAi マニュアル 


露出レベル表示一 
露出補正量 
AEB レベル 
CF カード書さ込み経過 


記録画質 

Ld ラージ/ファイン 
LM ラージ/ノーマル 
MJ ミドル/ファイン 
MJ ミドル/ノーマル 
SJ スモール/ファイン 
SM スモール/ノーマル 

nm □ウ 


表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


フアインター内表示 


フ オーカ シングスク IJ - ン 


AF フレーム 点巧表示位置く •〉 
-AF フレーム 




〈乂〉 AE □ツク / FED ツクー 
AEB 撮影中 


〈ち〉スト□ボ充電完了 

FE □ック連動範囲外警告 

〈 H 〉 八イスピードシンク □ — 
( FP 発光） 



〈•〉合焦マーク 

連続撮影時の最大撮影巧能 
枚数 

露出レベル表示 
露出補正量 
AE 日レべ J レ 
赤目緩和ランプ点な 


シャツ タ—速度- 
FE □ッ クげむ） 

デ—夕処理中（ら U が） 


- CF フル警告 （ FuLL び） 
CF エラー警告（ら - r び） 


絞0数値一 


















各部の名称 


モードダイヤル 

モードダイヤルは2つの機能ゾーンに分けられています。 



①簡単撮影ゾーン 

♦ 基本操作はシャッターボタ 
ンを巧すだけです。 

□:全自動 (36) 

カメラまかせの全自動撮影びで 
さます。 

イメージゾーン 

被写体別にカメラまかせの全自 
動撮影びでさます。 


②クリエイティブな応用撮影 
ゾーン 

思いどおりのさまざまな撮影びで 
さます。 

P :プ□グラム AE (64) 

Tv :シャツター優先 AE (66) 
Av :絞〇優先 AE (68) 

M マニュアル露出 (7 日） 
A-DEP :自動深度優先 AE (72) 


み：ポートレート (38) 
lA :風景 (38) 

化：ク□-ズアップ (38) 
^ :スポーツ (39) 

因：夜景ポートレート (39) 
区）：スト□ボ発光禁止 (39) 
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各部の名称 


バツァリーチヤーシヤーじ B - 日 L 

バッテ IJ ーパックの充電器です （ 1目)。 



AC アダプターキット ACK - E 2( 別売） 

家庭用電源でカメラを動かすときに使いますにの。 


AC アダプター 
AC - E 2 



DC カプラー側 

• DC カプラーソケット 

















本使用説明書上のお断り 


♦ 本文中の〈^〉は電子ダイヤルを示しています。 


参本文中の〈▲▼〉や〈イ^〉は十字キーのボタンを示し 
ています。〈▲〉〈^〉〈イ〉〈^〉はそれぞれ十字キー 
の上、下、左、ちのボタンを示しています。 


参本文中の〈©〉は設定ボタンを示しています。メニ 
ユー機能の設定などに使用します。 


♦ 本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンやダイヤル、マーク 
など、カメラに表示されている絵文字を使用しています。 

参 （**) の**部は参照ページを示しています。 

参本書では、 EF - S 18 -已已 mm F 3.5-5.6 USM レンズを取り付けた状態 
で説明しています。 

♦ メニュー機能は、初期状態を前提に説明しています。 

♦ 晒四は、メニュー機能で設定変更でさることを示しています。 

♦ (を 4)/( る 6)/( る 16) はボタンから指を離してを、その状態びタイマー 
によりそれぞれ4秒間/目秒間/16秒間保持されることを示していま 
す。 

♦ 本文中の!^ソ下のマークびついた欄は、それぞれ次のよラな内容になって 
います。 

:撮影に不都合び生じるおそれのある注意事項び書かれています。 

胃]:基本操作に力にて知っておいていただきたい事項び書かれています。 
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ほ用前の準備と基本操作 


この章では、撮影に入る前にあらかじめ準備しておくことと、操 
作の基本について説明します。 



ストラップ(吊りひも)の取り付け方 

ストラップの先をストラップ取り付け 
部の下から通し、さらにストラップに 
ついている止め具の内側を通します。 
ストラップを引っ張ってを止め具の部 
分びゆるまないことを確認してくださ 
い。 

参ストラップにはアイ ピースカバー 
がついています。 （44) 
















バツテリーを巧電ずる^ 

1電源コードを接続する 

♦ 電源コードをチャージャーに接続しま 
す。 

♦ プラグをコンセントに差し込みます。 


2 保護カバ—を外ず 

♦ バッテ U —をカメラから取り出したとさ 
は、ショート防止のため必ずカノ（一を取 
り付けてください。 


3バッテリーを取り付ける 

♦ 〈一〉マークにバッテ U —の先端をあわ 
せ、押し付けなびら、スライドさせて取 
り付けます。 

♦ 取り外しは逆の手順で行います。 






4巧電する 

時バッテ IJ 一を取り付けると自動的に充電 
び始まり、ホランプび点滅します。 

一使い切ったバッテリーの巧電に要ずる時 
間は、約90分でず。 


充電状態 

ホランプ 

〇〜己096 

1回/秒：点滅 

50-75% 

2回/秒：点滅 

7己〜9096 

3回/秒：点滅 

90%!；(上 

点灯 


* 赤ランプの周りに印刷されている数字と点は、 
上の表を図式化したちのです。 
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バッテリーを充電する 


•バッテリーパック目 P - 己11、目 P - 已12し：!外は充電しないでください。 

•バッテ U —を長期間カメラに入れたままにしておくと、カメラを使用しなく 
てち微少の電流び流れて過放電になり、バッテ I 」一寿命短縮の原因となりま 
す。 

カメラを使用しないとさは、バッテ U —をカメラから取り出し、ショート防 
止用の保護カバーを取り付けて保管してください。カメラを使用するときは、 
必ずバッテ U —を充電してからご使用ください。 

51 ♦ホランプが点なしてから、続けて約1時間充電を続けると、フル巧電にする 
ことがでさます。 

参充電び終わったら、バッテ U —を外し、電源コードをコンセントから抜いて 
<ださい。 

• 充電時間は、周囲の温度やバッテ U —の充電状態によって異なります。 

参バッテ U —は0で〜40での範囲で使用でさますび、性能を十分に発揮させる 
ためには] 0む〜30での範囲で使用することをおすすめします。スキー場な 
どの低温下ではバッテ U —の性能び一時的に低下し、使用時間び短くなる場 
合びあります。 

• 規定の充電をしたにわかかわらず、著しく使用できる時間び低下したときは、 
寿命と考えられます。新しいバッテ U —をお買いまめください。 


鎮 


• この製品には、 I 」チウムイオン電池を使用しています。 

この電池は U サイクル可能な貴重な資源です。 

Li - ion 参この電池の回収、 U サイクルについては、下記のキヤノンホームぺ一 
ジで確認でさます。 

キヤノンヴポートぺージ： canon.jp/suppQrt 
•交換後不要になった電池は、ショートによる発煙、発火の恐れびありますので、 
端テを絶縁するためにテープを貼るか、個別にポ U 袋に入れて U サイクル協力 
店にある充電式電池回収 BOX に入れてください。 

• U サイクル協力店のお問い合わせは、しソ下へお願いします。 

-製品、 U チウムイオン電池をご購入いただいた販売店 
-(社)電池工業会小形二次電池再資源化推進センター及び充電式電池 U ヴイク 
ル協力店<らぶ事務局* 

*( 社)電池工業会電話番号 03-3434-02 目] 

リサイクル時のご注意： 電池を分解しないでください。 
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バッテリーを入れる/取り出ず 

入れ方 

充電したバッテ U —パック目 P - 己] ] をカメラに入れます。 



ふたを開ける 

参レバーを矢印の方向にスライドさせて、 
ふたを開けます。 


バッテリーを入れる 

♦ バッテ IJ 一の接点を下にして入れてくだ 
さい。 

♦ □ック位置までしっかりと入れてくださ 
い。 



ふたを閉じる 

♦ 「カチッ」と音びするまで、ふたを巧し 
ふ 9 〇 


@バッテ U - パック目 P - 已12も使用できます。 

バッテリーチェックにごいて 

バッテ U - の残量は、電源スイッチを 〈 ON 〉 にしたときに 4)3 段階で表示 
されます。 



4^ :バッテ U —の容量は十分です。 
C 3 :残量び少なくなっています。 

□::バッテ U —を充電してください。 
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バッテリーを入れる/取り出す 


撮影可能枚数の目ま 


败] 


温度 

撮影条件 

スト□ボ撮影なし 

己0%スト□ボ撮影 

常温(+20む） 

600 

400 

低温ので） 

450 

350 


参撮影枚数は、当社試験基準によります。 

(フル充電のバツテリー、 EF - S 18 -己已 mm F 3.5-5.6 USM 、 撮影画像の確認[入]、 
撮影画像の確認時間に砂]、記録画質 [ LargeJ ] で撮影 • 記録） 


〇 ♦実際の撮影条件との違いにより、撮影枚数は表記数値よりわ少な<なる場合 
びあります。 

♦ 液晶モニターを頻繁に使用すると、撮景ミ枚数は少なくなります。 

• シャッターボタン半巧し状態を長く続けたり、 AF のみ行って撮影しないとい 
ラ操作を頻繁に行ラと、撮影枚数び少なくなります。 


取り出し方 



ふたを開ける 

♦ レバーを矢印のち向にスライドさせて、 
ふたを開けます。 


バッテリーを取り出す 

♦ バッテ U —□ックレバーを矢印ち向にス 
ライドさせて、□ックを外し、バッテ U 
一を取り出します。 
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家庭用電源を巧。ずる —— 

AC アダプターキット ACK - E 2( 別売)を使ラと、家庭用電源を使用してバッ 
テ IJ 一の残量を気にせずにカメラを使うことびでさます。 

1 DC カプ ラーを 接続する 

参 DC カプラーのプラグを AC アダプターの 
ソケットに接続します。 


2 電源コ—ドを接続する 

♦ 電源コードを AC アダプターに接続しま 
す。 

♦ プラグをコンセントに差し込みます。 
♦使い終わったら、プラグをコンセントか 
らおいてください。 

3コードを溝にはめ込む 

参コードを傷つけないよラに、ていねいに 
はめ込んでください。 


4 DC カプラーを入れる 

♦ ふたを開け、 DC カプラーコード通し部 
のカノ（一を開さます。 

参 DC カプラーを□ック位置まで入れ、コ 
ードを通し部に入れます。 

参ふたを閉じます。 





カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にしたままで、電源コードの抜さ差しを行わない 
で < ださい。 
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レンズを取り付ける/取りかず 


1キャップを外す 

♦ レンズのダストキャップとボディキャッ 
プを矢印のち向に回して外します。 

3レンズを取り付ける 

参 EF-S レンズとカメラの、白い EF-S レン 
ズ取り付け指標を合わせ、レンズを矢印 
方向に「カチッ」と音びするまで回しま 
す。 

♦ EF-S レンズ似外のレンズを取り付ける 
場合は、ホい EF レンズ取り付け指標に 
合わせます。 

ミレンズのフォーカスモードスイッチを 

〈AF〉 にする 

♦〈 MF 〉 になっているとオートフオーカス 
でさません。 


4レンズキャップを夕+す 


取0付け方 





EF-S レンズ取り付け指標 




EF レンズ取り付け指標 



取0かし方 



レンズ□ック解除ボタンを巧 しなげら、 
レンズを矢印の方向に回す 

♦ 回転び止まるまで回してから、外してく 
ださい。 


MeF - S レンズは本機専用でず。ほかの EOS カメラには構造上、取り付け5れない 
よラになつています。 
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CF カードを入れる/取り出ず— 

撮影した画像は、 CF 力ード(別売)に記録されます。 

CF カードには、厚さの異なるタイプしタイプIIびありますび、このカメ 
ラでは、どちらのタイプでを使用でさます。 


1カパーを 開< 

♦ カバーを矢印の方向にスライドさせてか 
ら、開さます。 


2 CF 力ードを入れる 

♦ キヤノン製 CF カードのご使用をおすす 
めします。 

♦ CF カードのラベル面（◄マーク印刷側） 
を手前にして、◄マークの矢印の向さ 
にしっかりと奥まで差し込みます。 

時 CF 力ード取り出しボタンび飛び出しま 
す。 

3カバーを閉じる 

♦ カバーを閉じてから、矢印の方向に「力 
チッ」と音びするまでしっかりとスライ 
ドさせます。 

時電源スイッチを 〈ON〉 にすると、表示パ 
ネルに撮影可能枚数び表示されます。 


撮影可能枚数 


入れ方 



CF 力ード取り 
出しボタン 



51撮影可能枚数は、使用する CF カードの空さ容量や、設定した旧0感度などによ 
り変動します。 
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CF カードを入れる/取り出す 


取0出し方 



アクセスランプ 


カパーを開< 

♦ 電源スイッチを 〈OFF〉 にします。 

参表示パネルに 「bu 化'」び表示されていな 
いことを確認します。 

♦ アクセスランプび消えていることを確認 
して、カノ（一を開さます。 



2 CF 力ードを取り出す 

♦ CF カード取り出しボタンを押し込みま 
す。 

時 CF 力ードび出てきます。 

参カパーを閉じます。 


参アクセスランプが点滅しているときは、 CF カードへの記録/読み出し中や、 
消ま中、データ転送中でず。絶対に次のことを行わないでください。画像デ 
一夕が壊れます。 

また場合によっては CF カードが壊れたり、カメラ本体が損傷する原因となり 
まず。 

•カメラ 本体に振動 や 衝撃を与える 
•CF カードス□ッ ト カバーを 開く 
•バッ テリーを取り出ず 

• 撮影後の現像処理中と、 CF カードへの画像記録中(アクセスランプ点滅中)は、 
メニュー機能の操作はでさません。 

•表示パネルに r ら - r〔f (エラーシーエフ)」び表示された場合は、9目ページ 
を参照して < ださい。 

参 低容量の CF カードでは、画像サイズび大さくなると、 CF カードに記録でさ 
ないことびあります。 

•マイク□ドライブは、 CF 力ードに比べると振動や衝撃に弱いため、マイクロ 
ドライブをお使いになるとさ、特に記録や再生中は、カメラに振動や衝撃を 
与えないよう、十分にごを意ください。 
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撮影の基本操作 — ^― 

電源スイッチ 

このカメラは電源スイッチを 〈ON〉 にして初めて作動します。 



〈ON〉 ：カメラを作動させるとさはこの位 
置にします。 

〈OFF〉： カメラは作動しません。 

カメラを使用しないとさはこの位置 
にします。 


51•バッテ U —の消耗を防ぐため、約1分間何も操作しないと自動的に電源び切 
れます。シャッターボタンを巧すと再度電源び入ります。電源び切れるまで 
の時間を、メニュー機能の[才ートパワーオフ]け T 1) で変えることびできます。 
参撮影直後に電源スイッチを 〈 OFF 〉 にすると、 CF カードへの画像記録を行う 
ため、数砂間アクセスランプび点滅する場合びあります。 

CF カードへの画像記録び終了すると、自動的に電源び切れます。 


シャッターボタン 

シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目ま 
で押すことを「半押し」といいます。半押しからさらに二段目まで巧すこと 
を「全押し」といいます。 




半巧し 


AF (オートフ オー カス）によるピント合わせ 
と、自動露出機構によるシャッター速度と 
絞り数値の設定び行われます。 

露出値(シャッター速度と絞り数値)び、表示 
パネルとファインダー内に表示されます 
(る4)。 


全巧し 

シャッターび切れて撮影されます。 
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撮影の基本操作 


胃•シャッターび切れる瞬間にカメラび動くことを「手ブレ」といい、全体びぼけ 
たよラな写真になります。鮮明な写真を撮るために次の点にミ主意して<ださ 
い。 

-カメラび動かないようにしっかり構えてください。 

•シャッターボタンに指の腹をかけ、カメラ全体を握るような感じで、静か 
に巧します。 

•カメラびどんな状態(画像再生中、メニュー選択中、画像記録中など)にあっ 
てち、シャッターボタンを半押しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります 
(ダイレクトプ1」ント出力中を除<)。 



電子ダイヤルによる機能の選択と設定 

〈酱〇で、撮影に関する設定や準備、液晶モニター表示内容の選択•設定な 
どを行います。 


<巡|>による昼本操作 



1(1) ボタンを巧したあと、〈^〉を回す 

撮影時は、ボタンを巧すとその機能選択状 
態びタイマー（る 6) で保持されます。その間 
に表示パネルを見ながら〈^〉を回します。 
タイマーが終了するかシャッターボタンを 
半巧しすると、撮影準備状態に戻ります。 

参 AF フレーム、に日感度、ホワイトバラン 
スの選択•設定に使用します。 



に）〈盗^〉のみを回す 

表示パネ>1レやファインダー内表示を見なび 
ら〈^〉を回します。 

♦ シャッター速度や絞り数値の設定など 
に使用します。 

参画像再生中は、画像の切り換えびでさ 


ます。 
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ゾニユ■機能の操作と設定 

このカメラでは、記録画質や曰付/時刻などのさまざまな設定をメニュー機 
能で行います。基本操作は、液晶モニターを見なびらカメラ背面の 〈 MENU 〉 
ボタン、 aUMP 〉 ボタン、十字キー〈▲▼〉、〈◄►〉、〈毎)〉を使って、次の 
手順で行います。 



十字キー〈ィ>〉 


再生系一ーセットアップ系1 




セツトアップ系2 



rUarge M \ 

赤目 劇な裝 

切 

A 出 腺 

一 Z ••し•呀••し .2* 

WB - BKT 脱 

■ ■ * s * * * 

軍 子音 

A 

mmm 

頂か!ラ X - ター 

バラ乂ーター1 

こュ- 項1目 

メニュー巧 


• メニュー画面を表示している状態でわ、シャッターボタンを半巧しすると、 
すぐに撮影準備状態に戻ります。 

• 簡単撮影ゾーンでは、表示されないメニュー項目びあります(28)。 

• この項じ(降のメニュー機能の説明は、メニュー項目、またはメニュー内容び 


表示されていることを前提に説明しています。 

参十字キーと同じことび〈1^〉でもでさる場合びあります。 
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メニュー機能の操作と設定 


メニユー機能の設定操作 


脚 回’ ''申':': 

芭ま百巧 Large M 

ホ 目 g 咖巧 切 

化日段を ^••し&んぶ 

が日 KTR ち 

■子音 入 

脚骑删 

湯*バラ X —ターバラ)(ーター1 

I な H I けけ"、 

屋ホ兀 テク ト 
函 K 回反 
プリント縮 
才—トブレイ 

腿前の您入 
狀朗の脚時 R 城 


r T 因 1 

がブ□テクト 
宜£回6 
ブリント瓶 
才-トブレイ 

おが 臟 A 


1メニユーを表示する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを巧すと表示されます。 
をラー度押すと表示び消えます。 


2 タブを選ぶ 

♦〈 JUMP 〉 ボタンを押して項目を選びます。 
♦ タブび明るい状態のとさは、〈◄►〉でも 
選ぶことびでをます。 

3メニュー項目を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を巧して項目を選び、〈©〉を押し 
よ9 0 

♦ 〈巡0でを選ぶことびでをます。 

♦ この状態で、 〈 JUMP 〉 ボタンを巧すと、 
タブの選択になります。 



4メニュー内容を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉または〈◄►〉で内容を選びます(内 


容によって〈▲▼巧選ぶ場合と、〈◄►巧 
選ぶ場合びあります)。 

♦ 〈巡0でを選ぶことびでをます。 

5内容を設定する 

♦ 〈毎)〉を巧ずと設定び終り、はじめのメ 
ニュー画面に戻りまず。 

6終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押して終了します。 
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メニュー機能の操作と設定 


メニュー機能一覧 

〈か 


記録画質 

Large J 

Large M 

Middle M 

Middle M 

Small M 

Small M 

RAW 

赤目緩和機能 

切 


入 

AE 職定 

1/3 段ステッス±2段 

WB - BKT 設定 

] 段ステップ、±3段 

扇マな 

巧ナ曰 

入 


切 

MWB 画像 

ホワイトバランスの 

選択 

手動設定 

現像 

パラメーター] 

パラメーター 

パラメーター2 

Adobe RGB 
セット] 

セット2 
セット3 


S 几み 

日又た 


〈囚〉 


画像プ□テクト 

画像の保護 

画像回転 

画像を縦横回転 

プ U ント指定 

プ1」ントする画像を指定 

才ートプレイ 

画像の自動再生 

撮影画像の確認 

切 


入 


入 （ Info ) 

撮影画像の確認 

2秒 

時間 

4秒 


8秒 


ホールド 


< tT 1> 

オートパワ ー 

] 分 

オフ 

2分 


4分 


呂分 


1已分 


30分 


切 

縦横自動回転 

入 

表示 

切 

;イタ晶の明るさ 

已段階 

曰付/時刻 

曰付/時刻の設定 

ファイルま号 

通し番号 


オート1」セット 

CF 力ード 

記録内容を初期化して 

初期化 

消去 

〈"2〉 

言語 

]2言語 

ビデオ出力方式 

NTSC 


PAL 

通信設定 

標準 


PTP 

カメラ設定 

カメラの設定を初期状 

初期化 

態に戻す 

撮像素テの清掃 

清掃でさる状態にする 

ファームウエア 

バージョン情報を表示 

Ver . 



選択でさる言語 

英語、ドイツ語、フランス語、オランダ 
語、デンマーク語、フィンランド語、イ 
夕 I 」ア語、ノルウェー語、スウェーデン 
語、スペイン語、簡体中国語、曰本語 


[ _ I この項目は、簡単撮影ゾーンでは表示されません。 
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メニュー機能の操作と設定 


液晶 モニター について 

背面の液晶モニターは、記録画像の確認や選択、メニュー機能の選択•設定 
に使用します。 

♦ 液晶モニターをファインダーとして見なびら撮影することはでさませ 
ん/。 

♦ 液晶モニターの明るさを、メニュー機能の [液晶の明るさ] け"）で調整する 
ことびでさます。 


カメラのる機能設定を初期が態にするには 



[カメラ設定初期化]を選ぶ 

♦ [け 2] タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を巧して [カメラ設定初期化] を選び、 

〈©〉を押します。 


巧]期状態にする 

♦ 〇〉を押して [0 K ] を選び、〈©〉を押す 
と、初期状態になります。 

時カメラの状態は次の表のようになりま 
す。 


撮影機能関係 記録画像関係 


AF フレーム 選択 

自動選択 

記録画質 

L < (ラージ/ファイン） 

ドライブモード 

1枚撮影 

ISO 感度 

100 

露出補正 

O ( iz ' n ) 

ホワイトバランス 

四亚3(才ート） 

AE 職定 

解除 

W 巨- BKT 設定 

解除 


現像パラメーター 

パラメーター！ 

縦横自動回転表示 

入 

ファイル番号 

通し番号 
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MENU 


曰付/時刻を設定ずる-- 

曰付や時刻を設定-修正するとさは、次の手順で設定します。 

1旧付/時刻]を選ぶ 

参〈口1〉タブを選びます。 

♦〈▲▼〉を押して 旧付/時刻] を選び、く©〉 
を巧します。 

時曰付/時刻設定画面び表示されます。 

) 日付と時刻を設定する 

♦〈▲▼〉を押して数字を合わせ、く©〉で 
設定します。 

♦設定すると、次の項目に移動します。 


3日付の表示順序を選ぶ 

♦〈▲▼〉を押して [年/月/日]、[月/日/年]、 
旧/月/年] の中から、希望する順序を選び 
ます。 


4〈@〉を巧す 

時日付/時刻び設定され、メニューに戻り 

On 〇 



H 撮影した画像には撮影した曰付/時刻び一緒に記録されます。曰付/時刻び設定 
されていないと、撮影した曰付/時刻び正しく記録されませんので、必ず正しく 
設定してください。 
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曰付/時計機能用電池を交換ずる— 

曰付/時計機能用電池りくツクアツプ電池)の電池寿命は約己年です。電池 
残量びなくなると、表示パネルに「[ b [」 と表示されます。そのとさは、新 
しし M 3 R 2016 U チウム電池を次の手順で交換してください。 

曰付/時刻び初期化されまずので、必ず再設定してください。 



曰付/時計機能用電池は、必ず CR 2016 U チウム電池を使用してください。 
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MENU 


撮像素子 ( CMOS ) を清掃する 


撮像素テとは、フィルムカメラでいえばフィルムにあたる部分です。撮像 
素テの表面にゴミやほこりなどび付くと、撮影した画像の同じ部分に黒い 
点などび写り込むことびあります。このよラな場合は、次の手順で撮像素 
子の表面についたゴミなどを清掃してください。ただし、撮像素子は非常 
にデ U ケートな部品ですので、清掃び必要なとさはでさるだけお客様相談 
窓□にお申し付けください。 

清掃を行うとさは、 AC アダプターキット ACK - E 2( 別売/ 124) による家 
庭用電源のご使用をおすすめします。バッテ U —を使用する場合は、必ず 
残量び十分にあるバッテ U —を使用してください。清掃を始める前にレン 
ズを取り外してください。 


1 DC カプラーに日)かバッテリーを入れ 
て、電源スイッチを 〈 ON 〉 にする 


III け2 

照 日本 K 

ビデオ 出加ち NTSC 

list m 

力 x う 
巧子の ホ捕 
フ 7 —巧エア V が ‘ 


2 


[撮像素テの清掃]を選ぶ 

♦〈口 2〉タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を巧して [撮像素子の清掃] を選び、 
く©〉を巧します。 

時バッテ U —使用時は、十分な残量びある 
とさに手順 3 の画面び表示されます。 


♦バッテ U —残量び不足しているとさは、 


警告画面び表示され、次の操作には進め 
ません。バッテ U —を充電するか、 DC 
カプラーを 使用して、を ラー 度手順 1 か 


らやり直してくださし、 


a * がの綱亂ます 

瞧 m X インスイッチを I 
オフにしてくだ即 ■ 

'：ML ^ J ■ 


[0 K ] を選ぶ 

♦ 〈◄►〉を巧して [0 K ] を選び、く©〉を巧 
します。 

時ミラーび上びり、シャッターび開きま 
す。 

時表示パネルに「[け g ,っ」び点滅表示され 


よ9 〇 
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m 撮像素子 (CMOS) を清掃する 



4撮像素子を清掃する 

♦ ブ□アー(市販品)で慎重に撮像素子表面 
のほこりを吹さ飛ばします。 


■ 


5清掃を終了する 

♦ 電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

時カメラの電源び切れ、シャッターび閉じ、 
ミラーび下びります。 

♦電源スイッチを 〈 ON 〉 にすると、通常の 
撮影準備状態になります。 


• 清掃中は絶対に次のことを行わないでください。電源が切れてシャッターが 
閉じ、シャッター幕や撮像素子が損傷するおそれがあります。 

•電源スイッチ 〈 OFF 〉 

•CF カー ドス □ッ ト カバーを 開く 
•バッ テリーを取り出ず 

参ブ□アーは、レンズマウント面より内側に入れないでください。バッテリー 
切れや停電などにより電源び切れると、シャッターび閉じ、シャッター幕や 
撮像素テび損傷する原因となります。 

•ブ□アーは、ブラシの付いていないわのを使用してください。ブラシび撮像 
素テに触れると、表面に傷び付くことびあります。 

•高圧のエアーやガスを吹さ付けて清掃しないで<ださい。圧力により、撮像 
素テび破損したり、吹さ付けたガスび凍結することで撮像素テの表面に傷び 
付くことびあります。 

•バッテ U —残量び少なくなると、電子音び鳴り、表示パネルの〈〇び点 
滅します。電源スイッチを 〈 OFF 〉 にして、残量び十分にあるバッテ U - に交 
換し、初めからやり直してください。 
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鮮明なファインダーに調整ずる 

ファインダー内び鮮明に見えるよラに調整します。視度調整することによ 
つて、メガネを使用しているちでを、メガネをかけずにファインダー内を 
はっきり見ることびできます。調整は、 一3 〜 +] dpt の範囲で行うことび 
でさます。 



視度調整つまみを回す 

参ファインダー内の AF フレームびちっと 
を鮮明に見えるように、つまみをちまた 
は左に回します。 

♦ 図の位置び標準(一] dpt ) の位置です。 


51視度調整してもファインダーび鮮明に見えないちは、別売の視度補正レンズ E 
(1 0種)のご使用をおすすめします。 


カゾラの構え方 

鮮明な画像を撮るために、カメラび動かないようしっかりと構えて撮影し 
ます。 



♦ カメラのグ U ップをち手で包むようにしっかりと握り、ひじを軽く体に 
付けます。 

♦ 左手でレンズ部を下から支えるように持ちます。 

♦ カメラを額に付けるようにして、ファインダーをのぞきます。 

参両足はそろえずに、片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 
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カメラまかせの自動撮影 


この章ではモードダイヤルの簡単撮影ゾーンにある〈仁)〉 くみ〉 
<7 a > < s %> W く因〉 〈回〉 を使って簡単に撮影する方法を説明 
しています。このゾーンでは、シャッターボタンを押せば誰でも 
カメラまかせで撮影でさます。また、誤操作による失敗を防ぐた 
め、 < WB >〈 ISO 〉<*> 〈回〉ボタンなどの撮影に関する操作はで 
きないようにしてありますので、安むして撮影してください。 



モードダイヤルを〈仁!〉〈み〉 
〈54〉 〈 A 〉 〈气〉〈因〉〈区!〉の 
いずれかにずる 

♦ 撮影の手順は『□全自動で撮る』 
(36) と同じです。 




□全自動で撮る 

シャッターボタンしソ外の操作をする必要びなく、どんな被写体でをまむし 
て気軽に撮ることびでさます。7つの AF フレームで被写体をとらえますの 
で、誰でを簡単にされいな写真び写せます。 



モードダイヤルを〈仁!〉にする 


被写体に AF フレームを合わせる 

♦ カメラび主被写体と判断した AF フレー 
ムでピントを合わせます。 



ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半押しして、ピント 
を合わせます。 

時ピントび合うとピントを合わせた AF フ 
レーム内の〈-〉び一瞬ホく光り、「ピピ 
ッ」と電子音び鳴り、ファインダー内ち 
下に合焦マーク〈♦〉び点なします。 


シャッター速度 4 表示を確認する 


絞り数値 



時シャッター速度と絞り数値び自動的に巧 
まり、ファインダー内と表示パネルに表 
示されます。 


lES 5.6 r WWl 

■11) 

□ 

FiV の a 1 

|4«] 

ML 
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□全自動で撮る 



撮影する 

♦構図を決め、シャッターボタンを全巧し 
し 9 〇 

時液晶モニターに撮影した画像び約2秒間 
表示されます （ I 函 Dfl ) 。 


■ 


〈 AF 〉 でピント合わせするときは、レンズ先端のフオーカス U ングに手を触 
れないよラにして < ださい。 

•レンズのズーム操作は、ピント合わせの前に行ってください。ピントを合わ 
せたあとでズーム I 」ングを動かすと、ピントびズレることびあります。 

• CF カードの残量びなくなると、表示パネルとファインダー内に CF フル警告 
[ FuLL 〔。び表示され、撮影できなくなります。残量のある CF 力ードに入 
れ換えてください。 

♦誤ってスト□ボび上びるのを阻害した場合は、表示パネルの 〈Err G 5〉 び点 
滅して警告します。そのとさは、電源スイッチを切/入すると正常に戻りま 
す。 

参他社製のレンズを EOS に使用すると、カメラまたはレンズび正常に作動しな 
いことびありますのでごを意ください。 

151 • AF でピントび合ラと同時に、ピントと露出は□ックされます。 

♦ 合焦マーク〈•〉び点滅するとさは、撮影でさません(日2)。 

• 7つの AF フレームでとらえた被写体のラち、原則としてわっとわ近距離にあ 
る被写体に、自動的にピントび合います。 

• AF フレーム内の〈•〉び複数同時に赤く光ることびあります。そのときは、赤 
く光ったすべての位置にピントび合っています。 

•簡単撮影ゾーン (〈54〉、 〈囚〉を除く）では、暗いときや日中逆光時に 
内蔵スト□ボび自動的に上びって発光します。収納するとさは手で押し下げ 
ます。 

♦ ピントび合ったとさの電子音を、メニュー機能の[電子音](〇)で入/切する 
ことびでさます。 
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イゾージにあわせて撮る 

撮影目的に応じたモードを選ぶだけで、効果的な写真を簡単に撮影でさます。 
簡単撮影ゾーンで設定でさる機能は、『撮影機能の組み合わせ一覧』 （ 1 ] 8) を 
参照してください。 

みポ—トレ—卜 

背景をぼかして人物を浮さ立たせた写真を撮 
るようなとさに使用します。 

参シャッターボタンを巧し続けると連続撮影になり 
ます。 

•望遠レンズを使用して、人物の上半身びファイン 
ダーいっぱいになるくらいにすると、背景を効果 
的にぼかすことびでさます。また被写体をでさる 
だけ背景から離すとより効果的です。 



54「風景 _ 

広びりのある風景や夜景などを撮るようなと 
さに使用します。 

参広角レンズを使用すると、近くから遠<までの奥 
行さに加えて、横の広びりわ表現することびでさ 
ます。 



[ク□—ズアップ 

草花や尾虫などを大さく撮るよラなとさに使 
用します。 

参でさるだけ使用レンズの最短撮影距離まで被写体 
に近づいて撮影すると効果的です。 
•ズームレンズの場合は、望遠側にすると被写体を 
さらに大さく撮影でさます。 

参本格的なク□ーズアップ撮影には、別売の EOS 専 
用マク□レンズとマク□スト□ボの使用をおすす 
めします。 



38 










イメージに合わせて撮る 


み^ [スポ-ッ 



動さの速い被写体の瞬間をとらえた写真を撮 
るようなとさに使用します。 

参はじめに中央の AF フレームで被写体をとらえま 
す。その後、7つの AF フレームのいずれかで被写 
体をとらえていればピントを合わせ続けます。 

• シャッターボタンを巧し続けると被写体にピント 
を合わせ続け、連続撮影になります。 


因巧景ポトレート 



夕暮れや夜景を背景にした人物を撮影すると 
さに使用します。人物にはスト□ボ光びあた 
り、背景は遅いシャッター速度でそれぞれを 
されいに撮影でさます。 

• 人物び入らない夜景のみを撮影するとさは〈54〉で 
撮影してください。 

•スト□ボび発光してわすぐに動かないよラに、写 
真を撮られる人に声をかけてください。 


囚[ストロポ巧が禁止 



美術館など、スト□ボ撮影び禁止されている 
場所や、自然光を生かした雰囲気のある写真 
を撮影するとさに使用します。 

参内蔵スト□ボ、 EOS 専用が部スト□ボ使用時とわ 
に発光しません。 


〈因〉では、手ブレを防ぐために必ず兰脚を使用してください。また、〈54〉、 
〈区)〉でシャッター速度び点滅したときは手ブレにごを意ください。 
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MENU 


撮該画像を見る 

撮影画像のお認 

撮影直後の画像を、すぐにカメラ背面の液晶モニターで確認することびで 
さます。表示の方法は、撮影画像びそのまま表示される [入]、 撮影画像と 
撮影情報を表示する [入り nfo )]、 撮影画像を表示しない [切] の3種類びあり 
ふ9 〇 



[入]の場合 



1[撮影画像の確認] を 選ぶ 

♦ 〈囚〉 タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を押して [撮影画像の確認] を選び、 
〈©〉を巧します。 

2撮影画像の確認を設定する 

•〈▲▼〉を押して希望する項目を選び、 
〈毎)〉を押します。 

3撮影ずる 

時撮影された画像び液晶モニターに表示さ 
れます。 



51連続撮影したとさは、現像処理び終了した画像を連続して自動再生します。 
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\ mm 撮影画像を見る 


撮影画像の)1認時巧 

撮影直後の画像確認時間を設定することびでさます。設定でさる時間は [2 
秒] [4 秒] [8 秒]と、撮影画像を表示したままにする [ホールド] の4種類びあり 
ます。 


1[撮影画像の確認時副を選ぶ 


1 陌1 


がフ□テクト 
百 g 回 6 
プリント瓶 


才-トブレイ 

域 

tt 相*。越 1 

が 

1 版朗の賊時ち 

_1 

►3 け 1 

ホ-もド 


♦〈因〉 タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を巧して [撮影画像の確認時間] を選 
び、〈©〉を巧します。 

撮影画像の確認時間を設定する 

参〈▲▼〉を押して希望する確認時間を選 
び、〈©〉対甲します。 



51•[ホールド] に設定した場合、撮影画像はシャツターボタンを半押しするまで 
表示されます。ただし、オートパワーオフ設定時は、設定時間になると自動 
的に電源び切れます。 

♦表示中に〈而〉ボタンを巧したあと、〈►〉を巧して [0 K ] を選び、〈贷)〉を巧す 
と、表示中の画像を消去することびでさます。 

• 今までに撮影した画像を確認したい場合は、『撮影画像の再生』 （83) を参照 
して < ださい。 
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攻セルフタイマー撮該 

簡単撮影ゾーンでを応用撮影ゾーンでを使えます。セルフタイマー撮影を 
するとさは兰脚をお使いください。 



〈鸟 J •如〉ボタンを押ず (る 6) 

♦〈鸟]•&!〉ボタンを押して、表示パネル 
に〈&!〉を表示させます。 


ピントを合わせる 

♦ 撮影の手順は『□全自動で撮る』 （36) と 
同じです。 

♦ ファインダーをのぞさなびらシャッター 
ボタンを全押しします。 

時電子音び鳴り、約1日秒後に撮影されます。 
始めの8秒間：ゆっくりピッ、ピッ音 

/セルフタイマーランプ遅い点滅 
最後の2秒間:早くピピピピ音 

/セルフタイマーランプ点好 


時セルフタイマー作動中は、表示パネルに 


撮影されるまでの秒数び減算で表示され 


よ9 〇 


レンズの前に立ってシャッターボタンを押すと、狙った被写体にピントび合わ 
なくなります。 

〇 •セルフタイマー撮影を途中で中止するときは、〈鸟]•&!〉ボタンを押します。 
• 自分一人だけをセルフタイマーで撮るときは、自分び入る位置とほぼ等しい 
距離にあるわのに フオー カス□ック（目 1) して撮影します。 
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! ワイヤレスリモコンを巧って撮る^— 

U モートコント□-ラー RC -1、 RC - 已(別売）を使用すると、カメラの正面 
から約已 m 離れて撮影でさます。 




U モコン 受信部 


〈鸟 J • & f 〉 ボタンを巧ず (る 6) 

♦〈 Or & f 〉 ボタンを押して、表示パネル 
に〈如〉を表示させます。 


撮影する 

♦ 送信部をカメラの U モコン受信部に向け 
て送信ボタンを押します。 

時セルフタイマーランプび点なして撮影さ 
れます。 


■ 


参りモコン撮影は、続けてでさません。 

] 枚撮影したあと、アクセスランプの点滅び消えてから、次の撮影を行って 
ください。次の撮影びでさるまでの時間は、記録画質 〈 M 〉〈 L 〉 で己〜 10 秒、 
〈旺四〉 で 1 〇〜 20 砂を目安にしてください。 

• 堂光なび近くにあると、堂光なの種類によってカメラび誤作動することびあ 
ります。でさるだけカメラを堂光なから離してください。 
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アイビースカバーの使い方 

セルフタイマーや U モコンを使うとさなど、ファインダーから目を離して 
シャッターボタンを押すと、ファインダーから入った光によって露出び変 
わることびあります。そのよラなとさは、ストラップのベルト部分の端に 
ついているアイピースカノ（一を使います。 



アイカップをがす 

♦ アイカップの下側を巧して取り外しま 
す。 



アイ ピースカバー を取り付ける 

♦ ファインダー接眼部の溝に沿って、アイ 
ピースカバーを取り付けます。 
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撮影画像に関する設定 


この章では、記録画質、に日感度、ホワイトバランス、現像パラ 
メーター、ファイル番号、縦横自動回転表示といった、撮影に関 
わるデジタルカメラ特有の機能設定について説明します。 

簡単撮影ゾーンでは、この章の中の、記録画質（应 S のを除く）、 
ファイル番号、縦横自動回転表示の選択•設定、カメラの設定内 
容の確認のみび行えます。 


4已 




MENU 


記録画質の選択 


〈旺扭外の記録画質は、況用性の高い JPEG (ジェイペグ)形式で記録され 
ます。〈旺扭3〉は撮影後、コンピューターで現象処理を行う必要びあります。 

政下の説明では、例えば [Lar 旨 e 4] の場合、頭文字をとって、〈1_4〉とい 
ラよラに、表示ノ（ネルに表示される記号を使用しています。 


1[記録画劃を選ぶ 

♦ 〈〇〉タブを選びます。 



2 


♦ 〈▲▼〉を巧して間録画動を選び、 <©> 
を押します。 

記録画質を設定する 

♦ 〈▲▼〉を巧して希望する記録画質を選 
び、〈©〉を押すと設定されます。 


記録画質を選ぶとまの目ま 


Large 

(ラージ） 

A 4 サイズ (297 X 2 ] 日 mm ) 必上でプリントするときに選択。 
大さい画像サイズ(約 63 日万画素)で記録します。 

Middle 

(ミ ドル） 

A 己〜 A 4 サイズ程度でプ IJ ントするとさに選択。 

中くらいの画像サイズ(約 280 万画素)で記録します。 

Small 

(スモール） 

A 已サイズに]日 XI 48 mm ) よりもルさくプ U ントするとき 
に選択。 

ルさい画像サイズ(約 I 6 日万画氣で記録します。 

RAW 

(□ゥ ） 

A 4 サイズ (297 X 2 ] 日 mm ) しソ上でプリントするときに選択。 
大きい画像サイズ(約 63 日万画氣を、画像劣化のない方式で 
記録します。 

•コンピューターでの現像処理を前提としているため、専門的な知識 
び必要ですび、付属ソフトウェアの現像機能によって、使用目的に 
最適な画像を創ることびでさます。 

• RAW で撮影した画像は、ダイレクトプ U ントやプ U ント指定びで 
さません。 


参 J (ファイン)、 J (ノーマル)は、画像の圧縮率のことです。画質優先のとさは低圧 
縮率の〈4〉を、撮影枚数優先のとさは高圧縮率の〈<〉を選びます。 

参ホワイトバランスやコントラストなどの画像調整を行って、 RAW データから画像 
を創り出すことを現像処理といいます。 
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HDD 記録画質の選択 


記録画質に巧する1巧のサイズと撮慕巧能枚数の目安 


記録画質 

画像サイズ(記録画素数） 

記録形式 

1枚のサイズ 
(約 MB ) 

撮影可能枚数 
(約枚） 

Ld 

3072 X 2048( 約目 30 万） 

JPEG 

3.1 

38 

" 

1.8 

6 己 

MJ 

2048 XI 3 目 0( 約 280 万） 

1.8 

66 

MJ 

1.2 

101 

SJ 

1 己 36 XI 024( 約]目 0 万） 

1.4 

88 

SM 

0.9 

132 

[ E 53 + Md 

n ； 3072 x 2048 
(約 630 万） 

RAW 

+ 

JPEG 

7 

16 


• 撮影可能枚数は] 28 M 目の CF カード使用時の枚数です。 

•] 枚のサイズ、撮影可能枚数は、当社試験基準によります （ ISO 100、現像パラメ 
一夕一： [パラメーター 1] 設定時)。被写体、撮影モード、旧0感度、現像パラメータ 
一により異なります。 

• ご使用になる CF カードの撮影可能枚数は、表示パネルで確認することびでさます。 
参を選択したときは、 RAW 画像のファイル内に 〈 MJ 〉 の JPEG 画像び同時 
記録されます。 

」 PEG 画像を抽出するときは、専用のソフトウェアを使用します。詳しくは、ソフ 
トウェア使用説明書を参照してください。 

• 記録画質は、簡単撮影ゾーン、応用撮影ゾーンで別々に設定することびでさます。 
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ISO 旧 o 感度の設定 

IS 日感度とは、撮影時の光に対する敏感度を数値化したをのです。数値び 
大さくなるほど感度び高く、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影 
に向いていますび、撮影画像にノイズび入るなど、画像び粗くなる場合び 
あります。逆に感度び低い場合は、暗い場所での撮影や動さのある被写体 
の撮影には向いていませんび、さめ細かな画像び撮影でさます。 


簡単撮影ゾーンでの旧日感度 

IS 日]日日〜4日日の間で、に日感度び自動的に設定されます。 ( ISO ) 



□ 

み 

1 A 

化 


因 

区） 

通常撮影（スト□ボなし） 

自動* 

100 

自動* 

自動* 

400 

自動* 

自動* 

内蔵スト□ボ使用時 

400林 

100 


400林 

/ 

400林 


外部スト□ボ使用時 

100 

100 

100 

100 

400 

100 



* ISO 100〜400の間で自動設定されます。 ** 曰中逆光時は ISO 100に設定されます。 


応用撮影ゾーンでの旧〇感度 

IS 日感度を「ぶ口」 r f 日口」 rs ' 日口」 r s 口口」「あ口日」の中から選択することびでき 
よ9 〇 



S'GO [If 


〈 IS 0〉( A ) ボタンを巧す (る 6) 

時表示パネルに現在設定されている感度び 
表示されます。 

旧0感度を設定する 

♦ 表示パネルを見なびら〈^〉を回し、希 
望する感度を選びます。 

♦ シャッターボタンを半押しすると、撮影 
準備状態に戻ります。 


参旧0感度を高くしたり、高温下で使用すると、画像に含まれるノイズ成分び 
やや多<なります。 

参高温•高 ISO 感度•長時間露光の条件で撮影を行ラと、撮影画像に色ムラび発 
生することびあります。 
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WB ホクイトバランスの選択 — ^ 

通常は、 〈 GME 〉 で最適なホワイトバランスび自動設定されます。〈四皿〉で 
自然な色あいにならないとさは、光源別にホワイトバランスを選択したり、 
手動設定で調整します。簡単撮影ゾーンでは〈四皿〉に自動設定されます。 



〈 WB 〉(^) ボタンを巧す(る 6) 


ホワイトバランスを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈^〉を回し、希 
望するホワイトバランスを選びます。 

♦ シャッターボタンを半押しすると、撮影 
準備状態に戻ります。 


オート（自動設定） 

た\, 創 一 


マニュアル 
手動で撮影環境に最適な 
設定をするとき(己の 


太陽光(晴天) 



スト□ボ使用 


曰陰 

\\|// 

旅 

白色堂光打 


くもり、薄暮、夕やけ空 



一米 

白熱電球 



ホワイト八ランスにごいて 

光源中に含まれる RG 目 3 原色(ホ•緑•青)の構成比は、色温度によって変化 
します。色温度び高い場合は、青の要素び強くなり、色温度び低い場合は、 
ホの要素び強くなります。 

人間の目には、照明する光び変化してを、白い被写体は白に見えるという 
順応性びあります。デジタルカメラの場合は、ソフトウェア的に色温度を 
調整して、被写体に含まれる色の基準となる白を巧め、白を基準に色を補 
正して自然な色合いで撮影できます。このカメラの〈四皿〉は、撮像素テを 
使用して行います。 
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MENU 


7 ニユアルホワイト/ V ランス 


マニュアルホワイトバランスは、ホワイトバランスの基準となる白い被写 


体を撮影し、この画像を選ぶことでホワイトバランスデータを取り込み、 
ホワイトバランスを設定します。 


1白い被写体を撮影ずる 

参ファインダー中央に、白い無地の被写体 
びくるようにします。 

参レンズのフオーカスモードスイッチを 
〈 MF 〉 にして、手動でピントを合わせま 
す(62)。 

♦ どのホワイトバランス （49) 設定でを構 



いません。 

♦ 白い被写体び標準露出になるよう撮影し 
ます。露出びアンダー、またはオーバー 
になると正確なホワイトバランスび設定 
されないことびあります。 

[ MWB 画像！択]を選ぶ 

♦ 〈〇〉 タブを選びます。 

参〈▲▼〉を押して [MWB 画像選択 ] (MW 目： 
マニュアルホワイトバランス）を選び、 
〈©〉を巧します。 


3画像を選ぶ 

♦ 〈◄►〉を押して手順1で撮影した画像を 
選び、〈©〉を押します。 

時ホワイトバランスデータび取り込まれま 
す。 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押して、メニューを終 
了します。 




□ 


□ □ 

□ 

□ 

□ □ 
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EMfl マニュアルホワイトバランス/ i 五のホワイトバランスを自動的に変えて撮る 



[ tAi ] を選ぶ 

♦〈 WB 〉 (▼がタンを押します。（る 6) 

♦ 〈^〉を回して [ bSd ] を選びます。 

時マニュアルホワイトバランスび設定され 
ます。 


MENU 


ホワイトバランスを自動的に巧えて撮る- 


1回の撮影で色あいの異なる3枚の画像を記録することびできます。設定し 
ているホワイトバランスモードの標準色温度を基準に、 ] 段ステップ±3段 
の範囲で、カメラび自動的に処理を行います。これをホワイトバランスブ 
ラケティング撮影といいます。1段は、フィルムカメラで使われる色温度 
変換フィルターの已ミレツドに相当します。 



1記録画質を旧 AW ] 似外にする (46) 



2 [ WB - BKT 設定]を選ぶ 

♦ 〈〇〉タブを選びます。 

参〈▲▼〉を巧して [[ WB-BKT 設定] を選び、 

〈©〉を巧します。 



ブラケテイングレベル 


ブラケテイングレベルを設定する 

♦ 〈◄►〉を押してブラケテイングレベル 
を設定し、〈©〉を押します。 


時選択しているホワイトバランスのマーク 
び点滅します。 

時表示パネルの撮影可能枚数び約 1/3 にな 


ります。 
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n ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 


4撮影ずる 

時標準色温度、青色寄りに補正（マイナス 
補正）、赤色寄りに補正（プラス補正)の 
順に3枚の画像び CF カードに記録され 
ます。 


記録画質び〈胃〉に設定されているときは、ホワイトバランスブラケティング 
は機能しません。 

胃]•連続撮影のとさは、撮影した枚数の3倍の画像び記録されます。 

参 ] 回の撮影で3枚の画像を記録するため、通常の撮影よりも CF カードへの画 
像記録時間び長くなります。 

参ホワイトバランスブラケティングと AE 目 (74) を組み合わせて撮影でさます。 
そのとさは、 AEB 撮影で露出を変えて撮影した3枚画像に、ホワイトバラン 
スブラケティングび適用されるため、合計9枚の画像び CF カードに記録され 
ます。 


ホワイト/ V ランスブラケテイングの解除 



♦ 手順）と 3 の操作でブラケテイングレべ 
II, が — JWMrl . て〈毎)〉を巧 

します。 

♦ 電源スイッチ 〈 OFF 〉 でを解除されます。 
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MENU 


現像パラメーターを選択ずる— 


撮影画像を、鮮やかでくっきりした感じにしたり、逆に控えめにしたりす 
ることびでさます。現像パラメーターには、あらかじめ設定されているパ 
ラメーター1、2 、 Adobe RGB (アドビアールジービー)と、自分で設定し 
た内容で撮影でさるセット1、2、3びあります。 


1[視像パラメータ ー] を選ぶ 

♦〈〇〉タブを選びます。 


\ Cm \ I 


臣ま酣 

►バラ)(-夕 -1 I 

壶目麵お 

バラトタィ I 

化日晩 

M 日占 e 陥扫 

脚日 KT 盼 

たッ M 

おち 

わット Z 

咖再规あ 

たット3 

腐がが-夕- 

m 


♦ 〈▲▼〉対甲して[現像パラメーター]を選び、 
〈毎)〉を押します。 

現像ノ くラメーターを選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を巧して希望する項目を選び、 
〈©〉を押します(項目の内容は、下の表 
を参照)。 


規像パラメーター 


項目 

内容 

パラメーター] 

鮮やかでくっきりした感じに仕上びります。簡単撮影ゾ 
ーンでは、すべてこの感じで撮影されます。 

パラメーター2 

ノ くラメーター1よりを、やや控えめな感じに仕上びります。 

Adobe RGB 

主に商用印刷などの業務用途で使用します。 

とてを控えめな感じに仕上びるため、撮影後、画像処理 
を行う必要びあります。画像処理と Adobe RG 目につい 
ての専門的な知識びないちにはおすすめでさません。 

*にじプ□ファイルは付加されません。プ□ファイル変換を行う 
場合は、 Adobe RG 目を指定してください。 

セット]〜3 

はじめに、[設定]で内容を設定します(已4 )。 

兰凡こ;=1 

日又疋 

セツト]〜3の設定を行います。 


*Adobe RG 目し U がでは、 sRG 目の色空間で撮穀されます。 
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MENU 


現像パ ラゾーターを 設定ずる— 


撮影した画像の現像処理の内容(パラメーター： [コントラスト][シャープネス] 
拒の濃さ][色あい]/ 各已段階)をカメラで任意に設定して、 3 件まで登録•セ 
ツトすることびでさます。 


項目 

マイナス 

プラス 

コントラスト 

明暗差•弱 

明暗差•強 

シャープネス 

輪郭強調-控えめ 

輪郭強調-強め 

色の濃さ 

薄め 

濃いめ 

色あい 

肌色び赤め 

肌色び黄色め 



1 照像 パラメー タ ー] を選ぶ 

♦ 〈〇〉タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を押して [現像パラメーター] を選び、 
〈©〉を押します。 


2朦固を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を押して 閣定] を選び、〈©〉を 
巧します。 

♦ 比ット I ]〜 [セット 3] の初期状態は、す 
ベての パラメーターび [0] (標準）に設定 
されています。 




セツト番号を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を押してセツト[ I ]〜 [3] のいず 
れかを選び、〈毎)〉を押します。 


已4 














iMD 現像パラメーターを設定する 


坦がが-夕- 

]ントラスト 
胃でーブネス 
色のが 
ちあい 


14項目を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を押して項目を選び、〈©〉を押 
しふ^ 〇 


削/巧 X - 夕- 

ちツト1 

コントラスト ( 

a 1 D > B 



5内容を設定する 

♦ 〈◄►〉を巧して効果を設定し、〈©〉を 
押します。 


ら メニュー照像パラメータ ー] に戻る 

♦〈 MENU 〉 ボタンを2回押して手順 1 と同 
じ状態に戻り、〈©〉を巧します。 


1〇 1 1 


啟郎 
策 目麵お 

AE 日腕 

パが一さ 一 1 
バラ X — 夕 -2 
Adobe RGB 

W 0- 日 KT 盼 

►か>卜1 

■子音 

をット Z 
たリト3 

谓か巧) (ー タ-脈 II 


1^7設定したセ 

A ^▲▼、が 


ツト番号を選ぶ 

〈▲▼〉を巧して設定したセツト番号（[セ 
ツト 1] 〜比ツト3])を選び、〈贷)〉を押し 

よ9 〇 


〇 [パラメーター 1] は、コントラスト/シャープネス/色の濃さを 1 段プラス側に設定 
したをのです。 [パラメータ ー2] は、すべての項目を回に設定したちのです。 


己己 









MENU 


フアイルま号の設定方式 


ファイル番号は、フィルム カメラの フィルムコマ番号に相当するち ので、 
随し番哥とけートリセット]の 2種類びあります。撮影した画像は、自動的に 
日日日 1〜9999 までの ファイル番号び付けられて、 ひとつの フオルダに最 
大 1日日 画像ずつ保存されます（フオルダは自動的に作られます)。 


1[ファイル番号]を選ぶ 

参〈口1〉タブを選びます。 



r I パ 1 

トト/の-オフ 
脚自贴綺^ 

袖め巧が 

^/RIL _ 

巧アイ ルが！ し 指 

び力-卜巧猫ヒ I 才— トリたツト 


♦〈▲▼〉を押して [ファイルき号] を選び、 
〈©〉を巧します。 

設定する項目を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を押して 随し番哥 または 讶ートリ 
セット] を選び、〈©〉を押します。 


通し番号 


CF カードを交換してを、最後に撮影した画像の続さ 
番号び次の画像に付けられます。撮影した画像のフ 
アイル番号び重複しないため、画像をコンピュータ 
一でまとめて管理するよラなとさに有効です。 


CF カードを交換した場合 



続をのファイルま^ 


才ートリセット 


CF カードを交換すると、ファイル番号び初期値 
( XXX -0001) に戻ります。撮影した画像のファイ 
ル番号び、0001から始まりますので、 CF カード 
単位で分類したいとさなどに有効です。 


CF 力ードを交換した場合 


CF 力ード-1 

窗 


CF 力ード-吕、 


ファイル番号リセット 


d フォルダ番号999び作成されると、液晶モニターに [フォルダ番号がいっぱいです] 
と表示されます。さらにファイル番号び9999になると、表示パネルとファイ 
ンダー内に r ら -r〔f」（CF エラー 警告)表示されます。新しい CF カードに交換 
してください。 
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MENU 


縦横自動回巧表示 


縦位置撮影した画像を再生するとさに、画像の確認び行いやすいよう、画 
像を自動回転させて表示することびでさます。 

自動回転表示は、[縦横自動回転表示][入]の設定で撮影した画像のみ可能です。 
防]]の設定で撮影した画像は、自動回転表示できません。 


1[縦横自動回転表示]を選ぶ 



♦〈口1〉タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を巧して [縦横自動回転表示] を選び、 
〈©〉を押します。 

2 設定する項目を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を押して[入]を選び、〈©〉を押 
しよ9 〇 



3縦位置で撮影する 

♦ 撮影直後に液晶モニターに表示される画 
像は自動回転表示されません。 



4画像を再生する 

♦ 〈因〉ボタンを押します。 

時縦位置で撮影した画像び左図のように見 
やすい位置で表示されます。 


カメラを上や下に向けて撮影すると、正しく自動回転表示されない場合びありま 
す。 

〇カメラの縦横の向き（姿勢)を変えると、姿勢を検出するセンサーの機構により、 
ルさな音びすることびありますび、故障ではありません。 
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INFO . カメラの設定内容を確認ずる— 

撮影準備状態で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、現在カメラに設定されている内容 
び液晶 モニターに 表示されます。 

設定内容を表示する 

♦〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

時液晶モニターにカメラの設定内容び表示 
されます。 

♦ 再度 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、液晶モニ 
ターび 消えます。 

設定内容表示 



日巧/時刻 

■03/09/01 1日: 56—— 

化脱， 

—2 ••し•を，し •だ=1 

他-が： r 碼 S 

■ ■ ■ < ■ ■ ■ = 

境おパラ乂-巧一 

/\っ义ータ ー"1 

操お国が)觀 

广 

2巧 

ろが 

みホ 

凹 

じ1 MB 空さ 

画100 H 


1__ 


縦横自動回転表示(日 7) 
CF カードの空さ容量 


曰付/時刻 (30) 


AEB 設定 (74) 

W 巨-目 KT 設定(己 1) 

現像 パラメーター 設定 (53) 
撮影画像の確認 (40) 

撮影画像の確認時間 (41) 

ISO 感度設定 (48) 


オートパワーオフ設定時間に 8) 


31再生時の画像情報表示については、『撮影画像の情報表示』 （84) を参照してくだ 
さい。 
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撮影目的にあわせた 
応用撮影 


応用撮影ゾーンではシャツター速度や絞り数値を選択したり、 露 
出を自分の好みに変えるなど、カメラの設定を思いどおりに変え 
ることで、さまざまな撮影をすることができます。 



♦ 被写界深度確認、露出補正、 AEB 、 
AE □ック、バルブ、ホワイトバラ 
ンスブラケティングは応用撮影ゾ 
ーンでのみ行ラことびでさます。 



あらかじめ電源スイッチを 〈 ON 〉 に設定してくだ 
さい。 








回 AF フレームの選択 

AF フレームとは ピントを合わせる枠のことをいいます。 AF フレームの 選 
択方式には自動選択と任意選択びあります。簡単撮影ゾーン、および 
〈A-DEP〉 では自動選択になります。 〈P〉、<TvX <AvX〈M〉 の各撮影モ 
ードでは、自動選択と任意選択を切り換えることびでさます。 

自動選択 

撮影状況に応じてカメラび自動的に AF フレームを選択してピントを合わせ 
ます。 

任意選択 

7 つの AF フレームから、任意の 1 点を手動で選択します。狙った被写体に 
確実にピントを合わせたいとさや、より構図優先の迅速な AF 撮影を行いた 
いとさに便利な機能です。 




〈应1〉ボタン对甲す (る 6) 

時現在選択されている AF フレームび点灯 
します。 


□ 日 □ □日 



AF フレームを 選択する 


♦表示パネル、またはファインダー内の 
AF フレーム点な表示を見なびら〈巡〇 
を回し、循環する AF フレームの中から 
希望する状態を選択します。 

♦ シャッターボタンを半押しすると、撮影 
準備状態に戻ります。 
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回 AF フレームの選択 


自動選択 任意選択 



フォーカス□ツク撮影 

AF でピントを合わせたあと、ピントを固定したまま構図を変えて撮影する 
万■法を r フォー カス □ ック撮影」 といいます。 

1応用撮影ゾーンにする 

♦〈 A - DEP 〉 しソ外の撮影モードを選びます。 

2 任意の AF フレームを 選択する 

3選択した AF フレームを被写体に合わせ、シャッターボタンを 
半押ししてピントを合わせる 

4シャッターボタンを半押ししたまま構図を変える 

5撮影する 


内蔵スト□ボによる AF 補助光について 

暗い場所などでシャッターボタンを半押しすると、内蔵スト□ボび連続的 
に光ることびあります。これは AF でピントを合わせやすくするためです。 

园 •<UX 〈区)〉では、 AF 補助光は光りません。 

• 内蔵スト□ボによる AF 補助光によってピントび合う範囲は約 4 m までです。 
•応用撮影ゾーンでは、 〈■ V 〉 ボタンを巧してスト□ボを上げておくと、必要に応 
じて AF 補助光び光ります。 
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AF のき手な巧写な;(手動ピント合わせ）- 

次のよラな特殊な被写体に対してはピント合わせびでさない(合焦マーク 
〈♦〉び点滅する）ことびあります。 

ピントが合いにくい被写体 

(a) コントラスト(明暗差)び極端に低い被写体 
例:青空、単色の平面など 

(b) 非常に暗い場所にある被写体 

(C) 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体 
例:反射光の強い車のボディ 
(d) 被写体び遠いところと近いところに共をする状態 
例:おりの中の動物 

これらの場合は次のいずれかのち法でピントを合わせます。 

(1) 被写体とほぼ同じ距離にあるをのでフォーカス□ックし、構図を巧め 
なおして撮影する。 

に）レンズのフオーカスモードスイッチを 〈MF〉 にして手動ピント合わせを 
行ラ。 


手動でピントを合わせる(マニュアルフォーカス） 

^レンズのフオーカスモードスイッチを 
〈 MF 〉 に切り換える 


) ピントを合わせる 

♦ ファインダー内の被写体びはっさり見え 
るまで、レンズのフオーカス U ングを回 
してピントを合わせます。 

0 •シャッターボタンを半巧ししなびら手動ピント合わせをすると、ファインダ 
-内にピントび合った AF フレームと合焦マーク〈•〉び点灯します。 

• 外部スト□ボ使用時に AF 補助光でピントび合わない場合は、中央の AF フレ 
-ムを選択してください。中央じ(外の AF フレームではピントび合わないこと 
びあります。 

•〈 AF 〉 は Auto Focus けートフオーカス)の略で自動ピント合わせのことです。 

•〈 MF 〉 は Manual Focus (マニュアルフオーカス)の略で手動ピント合わせの 
ことです。 
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ドライブモードの選択 

ドライブモードには1枚撮影と連続撮影(最高約2.已コマ/秒)びあります。 







IS# 


〈鸟 I • &!〉ボタンを巧す (る 6) 


時押すたびにドライブモードび切り換わり 
ます。 

♦ 連続撮影は、応用撮影ゾーンで選択でさ 
ます。 

□: ] 枚撮影 
Qlj :連続撮影 

( S)i '■ セルフタイマー /U モコン撮影 


■ 


♦連続撮影した画像は、一度カメラの内部メモ U —に保存されてから、順次 CF 
カードに記録されるため、連続撮影で内部メモ U —びいっぱいになると、表 
示パネルとファインダー内に rbuSy 」 び表示され、一時的に撮影びでさな< 
なります。 

CF カードへの記録経過にとわない、次の撮影びでさるようになりますので、 
シャッターボタン半押しでファインダー内ち下に表示される「連続撮影時の 
最大撮影可能枚数」（り〜こ!)で、そのとさ撮影でさる枚数を確認してください。 
なお、「連続撮影時の最大撮影可能枚数」は、 CF カードを入れていないとさは 
表示されません。 

♦ 内部メモ1」一からすべての撮影画像び CF カードへ記録される前(アクセスラ 
ンプ点滅中）にシャッターボタンを半巧しすると、 CF カードへの記録び一時 
的に中止されます。 

参ファインダー内と表示パネルに「ド1^/*び」び表示されたときは、必ずアク 
セスランプの点滅び消えてから、 CF カードを交換してください。 

51 •合焦マーク〈•〉の左側に表示される数字「り」〜「ご」は、最大何枚連続撮影で 
さるかを示しています。 

• ホワイトバランスブラケティング(已 1) 設定時わ連続4枚の撮影びでさます。 
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P プログラム AE 撮露 



〈□〉と同じように気軽に撮影できます。被 
写体の明るさに応じてカメラびシャッター 
速度と絞り数値を自動設定します。これを 
プ□グラム AE といいます。 

* P は 、 Pr □邑 ram (プ□グラム）の略です。 

* A 曰ま 、 Auto Exposure (才ートェクスポージ 
ヤー)の略で自動露出のことです。 



モードダイヤルを 〈 P 〉 にする 


ピントを合わせる 

参ファインダーをのぞいて AF フレームを 
被写体に合わせ、シャッターボタンを半 
押しします。 


シャツター厘度 
I絞り数値 


，巧 5.5 r S ' し/! 


1 西 2"1"ド.。 

ML 


表示を確認する 

時シャッター速度と絞り数値び自動的に巧 
まり、ファインダー内と表示パネルに表 
示されます。 

参シャッター速度と絞り数値び点滅してい 
なければ、適正露出です。 



4撮影ずる 

♦ 構図を巧め、 
します。 


シャッターボタンを全巧し 


64 


















P プ□グラム AE 撮影 



• 「孤"」 とルさな絞り数値び点滅するときは、被写体び暗す 
ざます。旧日感度を上げてください。または、スト□ボを使 
用してください。 

• 「り日日百」 と大きな絞り数値び点滅するときは、被写体び明 
るすざます。旧日感度を下げてください。または、減光用の 
ND フィルターを使用してください。 


0 •応用撮影ゾーンと簡単撮影ゾーンの違いにつさましては、「撮影機能の組み 
合わせ一覧」 （1] 8) を参照してください。 


プ□グラムシフトについて 

• プ□グラム A 曰ま自動的に設定されたシャッター速度と絞り数値の組み合わせ 
(プ□グラム）を、同じ露出のままで自由に変えることびでさます。これをプ 
□グラムシフトといいます。 

• プ□グラムシフトはシャッターボタンを半押ししてから、希望するシャッタ 
一速度または絞り数値び表示されるまで〈巡!〉を回して行います。 

• プ□グラムシフトは撮影すると自動的に解除されます。 

参スト□ボを使用するとプ□グラムシフトはでさません。 I 
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Tv シャッター速度を巧めて撮る一— 

シャッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび適正露出に 
必要な絞り数値を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE といいま 
す。 

シャッター速度を速くすると、動さの速い被写体の瞬間をとらえることびでさ、 
シャッター速度を遅くすると流動感を表現することびできます。 

*Tv は 、 Time value (タイムバ U ュ ー) の略で時間量のことです。 




1モードダイヤルを 〈 Tv 〉 にする 

2シャッター速度を設定する 

♦ 表示パネルを見なびら〈^〉を回して設 
定します。 


3ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 
時絞り数値び自動的に決まります。 



4表示を確認して撮影する 

♦ 絞り数値び点滅していなければ適正露出 


です。 
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Tv シャッター速度を決めて撮る 



• 小さな絞り数値び点滅するとさは、露出アンダー(露出不 
足)です。絞り数値の点滅び止まるまで〈恐!〉を回してシ 
ヤツター速度を遅くします。または、 ISO 感度を上げま 


す。 


•大さな絞り数値び点滅するとさは、露出オーバー(露出過 
度)です。点滅び止まるまで〈巡〉を回してシャツタ-速 
度を速くします。または、に0感度を下げます。 


@シャッター速度の表示 

け日日日」からけ」までは分数の分母を表しています。例えばい巧」は1/12已秒 
を表しています。また、「日"5」は0.已秒を、「6"」は1已秒を表しています。 


■ 
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Av 絞り数値を決めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび適正露出に必要 
なシャッター速度を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 
絞り数値を小さくする（開く）と、背景をぼかした美しいポートレートび撮 
影でさます。絞り数値をルさくするほど背景はぼけます。絞り数値を大さ 
くする（閉じる）と、奥行さのある風景の手前から遠くまでび鮮明に写りま 
す。絞り数値を大さくするほど鮮明に写る奥行さび深くなります。 

* Av は 、 Aperture value (アパチャーバ U ユー)の略で開□量のことです。 

ノ」\さい絞り数値 大さい絞り数値 



1モードダイヤルを 〈 Av 〉 にする 

2絞り数値を設定する 

♦ 表示パネルを見なびら〈酱〇を回して設 
定します。 

3ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 

時シャッター速度び自動的に巧まります。 



4表示を確認して撮影する 

♦ シャッター速度び点滅していなければ適 
正露出です。 


68 







Av 絞り数値を決めて撮る/被写界深度を確認する 




♦シャッター速度の「3日"」び点滅するときは、露出アンダ 
一（露出不足）です。シャッター速度の点滅び止まるまで 
〈猫！〉を回して絞り数値をルさくして(絞りを開いて）くだ 
さい。または、 ISO 感度を上げます。 

•シャッター速度の「 y 日日日」び点滅しているときは、露出 
オーバー(露出過度)です。点滅び止まるまで〈巡!〉を回し 
て絞り数値を大さくして（絞りを閉じて）ください。また 
は旧0感度を下げます。 


51 絞り数値の表示 

数字び大きくなるほど、レンズの絞り径は小さくなります。表示される絞り数値 
はレンズによって異なります。カメラにレンズび付いていないとさは「日日」を表 
术します。 


■ 


被写巧深度を確認ずる 

絞り込みボタンを巧すと、そのとさ設定さ 
れている絞り数値まで絞り込み、被写界深 
度（ピントの合っている範囲）をファインダ 
一で確認することびでさます。 



51•応用撮影ゾーンで機能します。 

♦〈 A - DEP 〉 では、シャッターボタンを半押ししてピントを合わせたあと、半巧 
ししたまま絞り込みボタンを巧してください。 

♦ 絞り込みボタンを巧すと、露出び固定された (AE □ック）状態になります。 
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M 自分で露出を決めて撮る 



カメラまかせではなく自分でシャッター速 
度や絞り数値を決めて撮影をするとさに設 
定します。露出はファインダー内の露出レ 
ベル表示を参考にしたり、単独露出計を利 
用し自分で任意に決めます。これをマニュ 
アル露出といいます。 

* M は、 Manual (マニュアル)の略です。 



1モードダイヤルを 〈 M 〉 にする 



シャッター速度を設定する 

♦ 〈避〉を回して希望するシャッター速 
度を設定します。 


絞り数値を設定する 

♦〈Av 因〉ボタンを押しなびら〈^〉を回 
して、希望する絞り数値を設定します。 


ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半押しします。 

時露出値び表示されます。 

♦ 露出レベルマーク〈自〉で標準露出からど 
のくらいずれているか確認することびで 
さます。 
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露出レベル マーク 
















M 自分で露出を決めて撮る 


5露出を決める 

♦ 露出レベル表示を確認し、任意のシャツ 
ター速度、絞り数値を設定します。 

6撮影する 


m 露出レベルマーク〈自〉び〈-2〉または〈2+〉の位置で点滅しているときは、露出 
び±2段を超えていることを示しています。 



A - DEP 巧くか目遠くまでピントび合った画像を撮る ■ 

たくさんの人で記念写真を撮ったり風景写真を撮るとさ、自動的におくから遠 
くまでピントを合わせて鮮明な画像を撮ることびでさます。7つの AF フレーム 
でとらえた被写体のうち、近いところから遠いところまで鮮明に写ります。 
* A - DEP は、 AutoDepthoffield けー トデプ スオブ フイールド)の略で 自動被写界深 
度のことです。 



1モードダイヤルを 〈 A - DEP > にする 



ピントを合わせる 

♦ AF フレームを 被写体に合わせ、 シャツ 
ターボタンを半押しします。（を 4) 

参一瞬ホく光った AF フレームの すべてに 
ピントび合います。 


3撮影ずる 


参レンズのフォーカスモードスイッチび 〈 MF 〉 になっていると、 〈 A - DEP 〉 撮影で 
さません。 

参シャッター速度の「3日"」び点滅するときは、被写体び暗すざます。に日感度を上 
げて < ださい。 

参シャッターま度の 「 y 日日日」び点滅するとさは、被写体び明るすざます。旧日感度 
を下げてください。 

51•絞り数値び点滅するときは、露出は合っていますび、希望したピントの深さび得 
られません。レンズを広角にするか、被写体から離れてやりなおしてください。 
• シャッター速度や絞り数値を自由に変更することはできません。遅いシャッ 
ター速度び設定されることびありますので、兰脚の使用をおすすめします。 
•スト□ボを使用したとさは 〈 P 〉 のスト□ボ撮影と同じ結果になります。 
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自分の巧みに露出を巧正ずる i 广一.—.—… — 

カメラび決めた標準的な露出を意図的に変えることを露出補正といいます。 
露出を明るめ（プラス補正）にしたり、暗め（マイナス補正）にしたりして撮 
影でさます。設定でさる補正量は 1/3 段ステップで ±2 段の範囲です。 


i モードダイヤルを 〈 M 〉 似外の応用撮影 
ゾーンにする 




露出表示を確認する 

♦ シャッターボタンを半押しして、表示を 
確認します。 



3補正量を設定する 

♦〈Av 因〉ボタンを押しなびら〈^〉を回 
して、希望する補正量を設定します。 
♦露出補正を解除するとさは、補正量を 
〈 I 〉 の位置に戻します。 


標準露出指標 



プラス補正 


露出レベル マーク 


4撮影する 



•設定した補正量は電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしても記憶されています。 

参モードダイヤルを簡単撮影ゾーンにすると、露出補正は自動的に解除されます。 
•シャッター速度1/12己秒、絞り数値 F 己.日び適正露出のとさ、露出レベルで 
] 段の補正をするということは、シャッター速度、絞り数値のいずれかをじ ( 
下のように変更することと同じです。 



一]段卜 0 一 +] 段 

シャッター速度なら 

2已〇 ^ ]2已 一 ^ 60 

絞り数値なら 

8.0 卜 5.6 一 4.0 
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MENU 


露出を自動的にをえて撮る/ AEB 撮影 


1/3段ステップ±2段の範囲で、自動的に露出を変えなびら3枚の画像を撮 
影できます。これを AE 目 （Auto Exposure 目 「acketin 旨：才ートェクスポ 
ージャーブラケティング)撮影といいます。 



標準露出 マイナス補正 プラス補正 


1 [ A 比設定]を選ぶ 

♦ 〈〇〉タブを選びます。 



AE 巨レべ J レ 


♦ 〈▲▼〉を巧して [AEB 設赶を選び、〈©〉 
を押します。 


AEB レベルを設定する 

♦ 〈◄►〉を巧して AE 目レベルを設定し、 
〈©〉を巧します。 

時表示パネルに〈谭]〉と AE 目レベルび表示 
されます。 



標準露出 
マイナス補正 

プラス補正 



3撮影ずる 

時標準露出-^マイナス補正-^プラス補正の 
順に撮影されます。 

時左図のよラに、撮影順に補正位置び表示 
されます。 

時設定しているドライブモードに従って撮 
影されます。 
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n 露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 


スト□ボ撮影、およびバルブ撮影との併用はでさません。 

151 • ドライブモードび連続撮影のときは、3枚撮影後に自動停止します。 ] 枚撮 
影の場合は、シャツターボタンを3回巧して撮影してください。 

• セルフタイマー / U モコンを併用したときは、自動的に3枚連続撮影されま 
す。 

• AE 目と露出補正を組み合わせて使用することびでさます。 


AEB 撮影の解除 

♦ 手順1、2の操作で AE 目レベル量を 

^ rarjHimiOlia >(l l ，ます。 

♦ 電源スイッチ 〈OFF〉、 レンズ交換、スト 
□ボ充電完了、バッテ U —交換、 CF 力 
ード交換でを自動解除されます。 
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关露出を固定して撮る/ AE □ック撮該- 

選択した AF フレームで露出とピントを別々に決めることびでさます。最初 
に露出を決めたあとで構図を変える必要びある撮影に利用します。これを 
AE □ック撮影といいます。逆光下での撮影などに有効です。 

なお、応用撮影ゾーンでは、 AE ロック撮影時は自動的に部分測光になりま 
す。 


1ピントを合わせる 

時ファインダー内に露出値び表示されます。 



AE □ック表示 


〈*〉ボタンを巧す (を 4) 

時ファインダー内に〈乂〉び表示され、露 
出び固定 (AE □ック）されます。 

♦ 露出を合わせたい被写体をファインダー 
中央において〈*〉ボタンを押します。 

♦ 〈关〉ボタンを押し直すたびに、そのと 
きの露出値を AE □ックします。 



構図を決めて、撮影ずる 

♦ 連続して AE □ック撮影をする場合は、 
〈*〉ボタンを押しなびら、シャッター 
ボタンを押して < ださい。 
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長時間露光(バルブ)撮露-^―^― 

シャッターボタンを押している間、シャッターび開いたままになり、シャッ 
ターボタンから指を離すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。夜景や 
花乂、天体の撮影など長時間の露光び必要なとさに設定します。 


1モードダイヤルを 〈 M 〉 にする 



1 


シャツター速度を 「 fcuLfe 」 にする 

♦ 表示パネルを見なびら〈^〉を回して 
「 buLb 」 を選びます。 

参り日"」の次び 「 but ら」です。 


buL b 


HG[ 50 ] 




3 絞り数値を設定する 

参 〈 Av 因〉ボタンを押しなびら〈^〉を回 
して、希望する絞り数値を設定します。 

4撮影する 


♦ シャッターボタンを全押しします。 

♦ 露光はシャッターボタンを押している間 
だけ行われます。 


* 表示パネルに露光経過時間(砂)び表示されま 
す。 


長時間露光は撮影画像に含まれるノイズび多くなるため、多少ヴラついた画像 
となります。 

@ •バルブ撮影には、 U モートスイッチ RS -60 E 3( 別売)の使用をおすすめしま 
す。 

• U モートコント□ーラー RC - 已(別売)でもバルブ撮影びできます。送信ボタ 
ンを巧すと2砂後に露光び行われ、わラー度押すと撮影び終了します。 

• 連続してバルブ撮影を行ったとさの撮景ミ可能時間は、約2.已時間（フル充電バ 
ッテ U —使用時)です。 
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内蔵スト□ボを使用した撮露 一^^ 

簡単撮影ゾーンでの内蔵スト□ボ撮影 

簡単撮影ゾーン(〈：4〉〈<^〉〈囚〉を除く）では、暗いときや日中逆光時に、 
内蔵スト□ボび自動的に上びって発光します。 

応用撮影ゾーンでの内蔵スト□ボ撮影 

応用撮影ゾーンでは、〈な〉ボタンを押して、内蔵スト□ボを上げてから撮影し 
ます。 


P 

カメラまかせのスト□ボ撮影を行いたいとさに選択します。 

シャッター速度と絞り数個ま〈□〉(全自動）と同様、自動的に巧 
まります。 

Tv 

]/2日日秒政下の任意のシャッター速度を設定したいとさに選択 
します。 

設定したシャッター速度に対し、カメラの測光で適正露出となる 
絞り数値び自動設定されます。 

Av 

任意の絞り数値を設定したいとさに選択します。 

夜景などを背景にした暗い場所では、主被写体を背景を適正露出 
となる、ス□ーシンク□撮影になります。主被写体はスト□ボ光 
で、背景はス□ーシャッターによる長秒時露光で適正露出になり 
永 〇 

♦自動ス□ーシンク□撮影では、シャッター速度び遅くなります 
ので、兰脚を使用して撮影することをおすすめします。 

M 

シャッター速度を絞り数値を任意に設定したいとさに選択しま 
す。 

を被写体は、スト□ボ光で適正露出となります。背景の露出は、 
設定したシャッター速度と絞り数値によって変わります。 

A-DEP 

〈P〉 と同じスト□ボ撮影結果になります。 
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内蔵スト□ボを使用した撮影 


内蔵スト□ボの届<距離 

( EF - S 18 -己己 mm F 3.5-5.6 USM 使用時) 


旧0感度 

広角：1 8 mm 

望遠：已已 mm 

100 

約 0.7 〜 3.7 m 

約 0.7 〜 2.3 m 

200 

約0.7〜己 .3 m 

約0.7〜 3.3 m 

400 

約日.7〜 7.4 m 

約 0.7 〜 4.6 m 

800 

約日.7〜10.已 m 

約0.7〜目.目 m 

1600 

約 0.7 〜 14.9 m 

約0.7〜 9.2 m 


スト□ボ同調シャツター速度と絞り数値 


撮影モード 

シャッター速度の設定 

絞り数値の設定 

P 

自動 り/日 0砂〜]/200砂） 

自動 

Tv 

手動 （30 砂〜1/200砂） 

自動 

Av 

自動 （30 砂〜1/200砂） 

手動 

M 

手動（バルブ〜1/200砂） 

手動 

A-DEP 

自動 り/目 0砂〜]/200砂） 

自動 


参が部スト□ボは、 EX シリーズスピードライトをご使用ください。 TTL 、 A - 
TTL 自動調光の EZ / E / EG / ML / TL シリーズスピードライトを TTL 、 A-TTL 
自動調光状態で使用すると発光しません。マニュアル発光機能を持つスピー 
ドライトはマニュアル発光モードで撮影してください。 

• EX シ U —ズスピードライトを使用するときは、内蔵スト□ボを収納してから 
取り付けて < ださい。 

• 被写体との距離び] m し:!内で内蔵スト□ボ撮影すると、画面の一部びケラレ 
(欠け)て暗い画像になります。] m 必上離れて撮影してください。 

• レンズフードを付けたまま内蔵スト□ボを使用すると、フードでスト□ボの 
光びケラレてしまいます。必ずフードを外してから撮影してください。 

•超望遠レンズ、大□径レンズを使用すると、内蔵スト□ボの光びケラレるこ 
とびあります。 

• 内蔵スト□ボ照射角の広角側限界は、レンズ表記焦点距離1 8 mm までです。 
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内蔵スト□ボを使用した撮影 


赤目緩和機能を f まラ 


夜や暗い室内などで人物をスト□ボ撮影したとさに目びホく写ることびあ 
ります。これを「赤目現象」といい、スト□ボの光び目の網膜に反射して起 
こります。赤目緩和機能を使うと、スト□ボ撮影するとさに目にやさしい 
ホ目緩和ランプび点灯し、写る人の瞳孔を小さくしてホ目現象を出にくく 
します。赤目緩和機能はX囚〉似外のすべての撮影モードで機 
能します。 


1疏謂□機能]を選ぶ 



♦ 〈〇〉タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を巧して [赤目緩和機能] を選び、 
〈毎)〉を押します。 

2 ホ目緩和機能を設定する 

♦ 〈▲▼〉を押して [入] を選び、〈©〉を押 
します。 


園 




参シャッターボタンを半巧しすると、ファ 
インタ'一内に赤目緩和ランプ点打表示び 
行われます。 

参写される人びランプをま視していないと効まびありま 
せんので、写される人びランプを見るように声をかけ 
て < ださい。 

参効果的な赤目緩和撮影のためには、約].已秒間の赤目 
緩和ランプ点打表示び消えてからシャッターボタンを 
全巧ししてください。 

•赤目緩和ランプ点灯中でわ、シャッターボタンを全巧 
しすると撮影でさます。 

• 赤目緩和効まの度合いには個人差びあります。 

• 室内を明るくしたり、写したい人に近づくとより効果的です。 


識誦議議 

0000 mooooQ 

DQQQQQQQQ 

誦日00 

mo 日。 
m 日 I 


ホ目緩和ランプ 
点灯表示 
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内蔵スト□ボを使用した撮影 


*FE □ック撮影 

FE(Flash Exposure :フラッシュエクスポージャ ー) □ック撮影は、被写 
体の任意の部分に適正調光させるスト□ボ撮影です。 FE □ックは応用撮影 
ゾーンで機能します。 





〈ち〉の点好を確認ずる 

♦ 〈ち〉ボタンを押して内蔵スト□ボを上 
げておさます。 

♦ ファインダー内に〈ち〉び点なしているこ 
とを確認します。 

ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半押しします。手順 
4 まで半押ししたままにしておさます。 



〈*〉ボタンを巧ず (る 16) 

♦ ファインダーの中央に被写体を合わせて 
く*〉ボタンを巧します。 

時スト□ボびプ U 発光し、ファインダー内 
にく*〉び点灯します。 

♦ 〈*〉ボタンは巧したままにしておきま 


す。 


4撮影する 

♦ 構図を決めてシャッターボタンを全巧し 
しす 0 


41被写体までの距離び遠すざて露出不足になるとさはく^^〉び点滅します。被写体 
に近づいてもう一度手順2〜4の操作をします。 












測光方式について 

測光ち式には、評価測光、部分測光、中央部重点平均測光の3つのち式び 
あります。 



評価測光 

このカメラの標準測光方式で、逆光撮影を含む一般的 
な撮影に適しています。ファインダー内に占める被写 
体の位置、明るさ、背景、順光、逆光など複雑な光の 
要素をカメラの構えちに応じてカメラび判断し、主被 
写体を常に適正な露出にします。 


部分測光 

応用撮影ゾーンの AE □ック撮影時に自動設定されま 
す。逆光などで被写体の周辺に強い光びある場合の撮 
影に有効です。ファインダー中央部の約9%の範囲を 
測光します。 

♦ 部分測光の測光範囲はほぼ左図の範囲となります。 

中央部重点平均測光 

〈M〉 モード時に、自動設定されます。 

ファインダー中央部に重点を置いて画面全体を平均的 
に測光します。 


み表おパネルの照明 



〈み〉ボタンを巧すたびに照明び点いたり消 
えたりします。表示パネルの照明はシャツ 
ターボ タン半押しで消えます。 
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5 

撮影画像の再生 


撮影した画像を見る方法や削除の方法、またテレビとの接続方法 
について説明します。 

他の機器で撮影-記録された画像データについて 

このカメラ似外で撮影された画像や、このカメラで撮影したあと 
にコンピューターなどで画像データを加工したり、ファイル名を 
変更した画像は、正常に表示でさない場合びあります。 




撮影した画像を再生ずる-^―^― 

撮影した画像を自由に選択して、 ] 枚表示や画像情報表示、インデックス表示、 
拡大ズーム表示などで見ることびでさます。 


1 画像を再生する 

♦ 〈因〉ボタンを巧します。 

時最後に撮影された画像び液晶モニターに 
表示されます。 


2表示画像を切り換える 

♦ 〈◄〉を押すと、新しい画像から順にち 
い画像び表示されます。 

♦ 〈►〉を押すと、ちい画像から順に新し 
い画像び表示されます。 

♦ 〈囚〉ボタンを巧すと液晶モニターび消 
え、再生び終了します。 

51 画像の切り換えは、表示形式に関係なく、〈猫!〉でも行うことびでさます。 


囚1枚表示 


1 'INFO! 1 

JUMP j 

け 

|Ie 

^ (Smm 

• 向 1 

隔 

(Bamrai 

(QJ: を ^ 

1 幽 


INFO . 撮影画像の情報表示 

液晶モニターに画像び表示されているとさに 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、画 
像の撮影情報び表示されます。 



〈 INFO .〉 ボタンを巧す 

♦ 表示画像は1枚表示同様、十字キーの操作 
で切り換えられます。 

♦巧すごとに、 ] 枚表示、画像情報表示び切 
り換わります。 
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撮影した画像を再生する 


撮影画像- 

スト□ボ調光補正量 

絞り数値- 

シャツター巧度—— 

記録画像数/- 

総記録画像数 

記録画質- 

画像プ□テク I - 

露出補正量- 


画像表示の内容 



'ファイル番号 
ヒストグラム 

測光モード 
撮影モード 
に0感度 
W 巨-目 KT 値 
撮影時刻 

ホワイトバランス 


(本機には録音機能なし） 
撮影年月曰 


ヒストグラムについて 

ヒストグラムは、横軸に明るさ(左:暗、ち:明）、縦軸 
に明るさごとの画素数を積み上げたグラフで、画像の 
輝度分布を表しています。 

ヒストグラムでは、画面の中の「暗い成分」ほどグラフ 
の左寄りに積み上げられ、「明るい成分」ほどグラフの 
ち寄りに積み上げられて表示されます。 

横軸の左端に積み上げられた成分は黒くつぶれ、ち端 
に積み上げられた成分は白く飛びます（八イライト）。 
そのほかの成分は階調び再現されます。 

再生画像とそのヒストグラムを見ることで、露出レべ 
ルの傾向と全体の階調を確認することびでさます。 


ヒストグラム例 


AI 




暗い成分び多いとさ 

J 

レ 

U 

り 


普通の明るさのとさ 




J 

し 1 


明るい成分び多いとさ 


八イライト 警告 表示について 

画像情報表示にしたとさに、露出オーバーで白飛びした部分を点滅表示し 
ます。階調を再現させたい部分び点滅しているとさは、露出をマイナス補 
正して再撮影すると良い結果び得られます。 
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撮影した画像を再生する 


因インデックス表示 


] 画面に9枚の画像を同時に表示します。 


1画像を表示する 



♦ 〈囚〉ボタンを巧します。 

時最後に撮影された画像び液晶モニターに 
表示されます。 

インデックス表5"、にする 

♦ 〈0•み〉ボタンを押します。 

時選択されている画像に緑色の枠びつさま 


す。 


屋宙巧 



画像を選ぶ 

♦ 十字キーを巧すと、緑色の枠び上下左ち 
に動さます。 


インデックス表示か6別の表示お式に変えるには 


♦ 〈因〉ボタンを押すと]枚表示になります。 

♦〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、画像の撮影情報び表示されます。 

♦ 〈み〉ボタンを]回押すと I 枚表示に、をラー度押すと拡大表示になり 
ます。 


51インデックス表示中に aUMP 〉 ボタンを巧して〈◄►〉を押すと、前または次の9 
枚目の画像へジャンプすることびできます。 （88) 
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撮影した画像を再生する 


み/み 拡大ズーム表示 

撮影した画像を、約！.已倍〜1日倍に拡大して表示することびでさます。 


1画像を表示する 

♦拡大したい画像を I 枚表示、または画像 
情報表示で再生します。 



拡大表示位置 


1 


画像を拡大する 

参〈み〉ボタンを押します。 

時始めに画面の中央び拡大表示されます。 
♦ 〈み〉ボタンを押し続けると、最大のお 
大率まで連続的に大さくなります。 

♦ 〈因•み〉ボタンを押すと、縮小表示に 


なります。押し続けると、手順1の状態 


まで連続的にルさくなります。 



表示位置を移動する 

♦ 十字キーを押すと、表示位置び上下左ち 
に移動します。 

♦ 拡大表示を終了するとさは、〈因〉ボタ 


ンを巧します。 



〇拡大表示中に〈盗!〉を回すと、拡大位置、拡大率を固定した状態で、表示画像 
を切り換えることびできます。 
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撮影した画像を再生する 


JUMP ジャンプ表示 

] 枚表示、画像情報表示、インデックス表示、拡大表示のとさに、画像を 
飛ばして表示(ジャンプ)することびでさます。 

1画像を表示する 

♦] 枚表示、画像情報表示、インデックス 
表示、拡大表示のいずれかで再生します。 


2ジャンプ表示にする 

♦〈 JUMP 〉 ボタンを巧します。 

時画面の下にジャンプバーび表示されま 
す。 


ジャンプバー 

3前後の画像にジャンプする 

♦ 〈◄►〉を巧します。拡大表示のとさは 
〈^〉を回します。 

♦〈 JUMP 〉 ボタンを巧すとジャンプバーび 
消え、ジャンプび終了します。 

1枚表示、画像情報表示、拡大表示のジャンプ 

〈◄〉を巧すと前の10枚目、〈►〉を押すと次の10枚目の画像を表示します。 
拡大表示のとさは、拡大位置、拡大率が固定された状態でジャンプします。 

インデックス表示のジャンプ 

〈◄〉を巧すと前の9枚目、〈►〉を押すと次の9枚目の画像を表示します。 




51 陋像プ□テクト]、[画像回転]でジャンプ表示を行うこともできます。 
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撮影した画像を再生する 


防曲〇 撮影 画像を自動再生する/才ートプレイ 

CF カードに記録されている画像を自動的に連続表示します。]画像の表示 
時間は約3秒です。 





2 


[オートプレイ]を選ぶ 

♦〈囚〉 タブを選びます。 

♦〈▲▼〉を押してはー トプレイ] を選びます。 


自動再生する 

参〈©〉を押します。 

時晒像読み込み中…] び数秒間表示された 
あと、自動再生び始まります。 

♦ 自動再生を一時停止したいとさは、 <©> 



を押します。 

♦ 一時停止中は画像の左上に[ I "び表示さ 
れます。再度〈©〉を押すと、自動再生 
を再開します。 

3自動再生を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと終了してメニュ 


一に戻ります。 


•自動再生中は、オートパワーオフは機能しません。 

• 撮影画像によっては、表示時間び異なる場合びあります。 

[51• 自動再生中に 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、画像情報表示の画面で自動再生します。 
再度 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、1枚表示の自動再生に戻ります。 

•一時停止中に〈◄►〉を巧すと、通常の]枚表示と同じように、表示画像を切 
り換えることびでさます。 
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撮影した画像を再生する 


1,1叫 IJ 撮影画像を回面して表术する 

撮影画像を時計ち向に9日\ 270°回転することびできます。この機能で 
画像の向さをあらかじめ正しくセツトしておくと、再生のとさに正しい向 
さで表示することびでさます。 



画陋技 


才— ト ブレイ 

批がの te A 
腿がの觸時 nu を 


陋像回尉を選ぶ 

♦ 〈因〉 タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉対甲して 陋像回 斬を選び、〈©〉 
を巧します。 

時画像回転画面になります。 

画像を回転させる 

♦ 〈◄►〉を押して回転したい画像を選び、 
〈毎)〉を押します。 

時〈毎)〉を押すたびに、時計方向に回転し 
ふ9 〇 

♦ ほかに回転したい画像びあるとさは、手 


順）を繰り返します。 


♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと、画像回転び終 


了しメニューに戻ります。 


〇 •メニュー[縦横 自動回転 表玩を [入] (己 7) に設定して撮影すると、この機能で画 
像を回転させる必要びなくなります。 

♦画像情報表示、拡大表示、インデックス表示で画像を回転することわでさま 
す。 
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撮露した画像をテレビで見る 

付属のビデオケーブルを使用すると、撮影した画像をテレビなどで見るこ 
とびでさます。接続の際は、カメラとテレビの電源を切った状態で行って 
ください。 

また、お使いのテレビち式び (NTSC か PAL) にあわせて、メニュー機能の 
[ビデオ出力方式] (口2 ) を [ NTSC ] か [ PAL ] に切り換えてください。テレビ方 
式と異なる [ビデオ出力方式] を設定すると、画像び正しく表示されません。 



カメラをテレビに接続する 

♦ カメラの端子カバーを開けます。 

♦ カメラのビデオ出力〈 V 品甲〉端子と、テレ 
ビのビデオ入力端子を付属のビデオケー 
ブルで接続します。 

♦ ケーブルのプラグは、根元までしっかり 
と差し込んでください。 


テレビの電源を入れ、入力切り換えを 
ビデオ入力にする 


3カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にする 





〈囚〉ボタンを巧ず 

時画像びテレビに表示されます（液晶モニ 
ターには何を表示されません)。 

♦見終わったら、電源スイッチを 〈 OFF 〉 に 
し、テレビの電源をオフにしてから、ビ 
デオケーブルを外します。 


51♦テレビを見なびら液晶モニターと同じよラに画像を見たり、メニュー設定を 
行ラことびでさます。 

♦ 使用するテレビ(モニター）によっては、画面表示びケラレることびあります。 
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MENU 


撮影画像にプ□テクトをかける— 


大切な画像を間違って消さないようにプ□テクト(イ呆護)をかけることびで 


さ:ます。 



I i li il I 


固お 
プリント瓶 
才-トブレイ 

fl 陆邮您 A 
版がの颇時面？ゆ 


プ□テクト表示 


陋像プ□テクト]を選ぶ 

♦ 〈因〉タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を押して晒像プ□テクト]を選び、 
〈毎)〉を押します。 

時プ□テクト画面になります。 


プ□テクトをかける 

♦ 〈◄►〉を巧してプ□テクトをかけたい 
画像を選び、〈毎)〉を押します。 

時プ□テクトび設定されると、画面下に 
〈回〉び表示されます。 

♦ 再度〈©〉を押すと、プ□テクトび解除 
され〈囚〉び消えます。 


♦ ほかにプ□テクトをかけたい画像びある 
とさは、手順 2 を繰り返します。 


♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと、画像プ□テク 
卜び終了しメニューに戻ります。 


51♦プ□テクトをかけた画像は、カメラの消去機能で消去できません。画像を消 
去するとさは、プ□テクトを解除してください。 

•必要な画像にプ□テクトをかけて全画像消ま (94) を行うと、プ□テクトを 
かけた画像がはすべて消まされます。必要な画像がを一度にまとめて消 
まする際に便利です。 

参画像情報表示、拡大表示、インデックス表示で画像にプ□テクトをかけるこ 
とちでさます。 
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ra 撮該画像を消去ずる 

画像を消去する方法には、]枚ずつ消去する方法と CF カードに記録されてい 
るすべての画像を消去する方法があります。なお、プ□テクトをかけた画像 
は、消去されません。 

( I 消去した画像は復元できません。十分に確認してか5消去してくださ 
し、。また、大切な画像は、誤って消去しないようプ□テクトをかけて 
<ださい。 


1枚消ま 

1画像を表示して、消去する画像を選ぶ 

♦ 〈因〉ボタンを押します。 

♦ 〈◄►〉を押して消去したい画像を選び 
ます。 


2 消去画面にする 

参〈而〉ボタンを押します。 

時画面の下に消去メニューび表示されます。 


♦ 〈◄►〉を押して [消ま] を選び、〈©〉を押 
しぶす 0 

時アクセスランプび点滅して画像び消去さ 
れます。 

♦ 他に消去したい画像びあるとさは、画像 
を選んで手順2、3を繰り返します。 


3消去する 


■ 
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撮影 画像を消去する 


き画像消ま 

1画像を表示する 

♦ 〈因〉ボタンを巧します。 



消去画面にする 

参 〈 ra 〉 ボタンを巧します。 

時画面の下に消去メニューび表示されま 
す。 




3险画像..]を選ぶ 

♦ 〈◄►〉を押して [全画像..] を選び、 <©> 
を押します。 

時確認画面び表示されます。 


4消去する 

♦ 〈◄►〉を押して [0 K ] を選び、〈©〉を巧 
します。 

時プ□テクトをかけていないすベての画像 
び消去されます。 

♦ 消ま中に〈©〉を押すと消ま作業び途中 


で中止されます。 


d 消ました画像は復元できません。十分に確認してか5消ましてくださし、。 
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MENU 


CF カードを初期化ずる 


このカメラで使用でさるよラに CF カードを初期化します。 

II CF カードを初期化ずると、 CF カード上の記録内容はずべて消去され 
まず。プ□テクトをかけた画像も消去されまずので、 CF カード内の記 
録内容を十分に確認してか5行ってください。必要な記録内容は、初 
期化ずる前に必ずコンピューターへ保存してください。 



1に F 力ード初期化] を 選ぶ 

♦〈口1〉タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を押して [CF 力-ド初期化] を選び、 
く©〉を巧します。 

時確認画面び表示されます。 

2 巧期化する 

♦ 〈◄►〉を押して [0 K ] を選び、〈©〉を巧 
しよ 9 〇 

時 CF カードび初期化されます。 

時初期化び完了するとメニューに戻りま 
す。 


■ 


E 3 •キヤノン製じ(外の CF カードや、他のカメラ、コンピューターで初期化した 
CF カードを使用すると、正しく動作しない場合びあります。そのとさは、必 
ずこのカメラで初期化してください。初期化することで、使用でさる場合び 
あります。 

• 初期化の画面で表示される CF カードの総容量は、 CF カードに書かれている 
容量よりも少なくなることびあります。 
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n CF カードを初期化する 


S [ Err び」が表示されたときは 

表示パネルに r ら び」 （ CFI ラー警告)び表示された場合は、 CF 力ードに何 
らかの障害び発生して、記録/読み出しびでさない状態になっています。 

別の CF カードに交換してください。 

カード U —ダー(市販品)を使用して、コンピューターで CF カードの内容び読み 
取れる場合は、 CF カード内の撮影データをすべてコンピューターに保存してく 
ださい。 

すべての撮影データびコンピューターに保存されたことを確認したら、 CF カー 
ドを初期化してください。正常な状態に戻る場合びあります。 


96 






カメラダイレクトプリント 


ダイレクトプリントに対応したキヤノン製プリンターをカメラと 
専用ケーブルで接続すると、簡単な操作でされいにプリントする 
ことがでさます。ダイレクトプリントの操作はすべてカメラ側で 
行います。 




カゾラとプリンターを接続ずる — 

1カメラの電源スイッチを 〈 OFF 〉 にする 


) プ U ンターの準備をする 

♦詳しくは使用するプ U ンターの使用説明 
書を参照してください。 

5カメラとプリンターを接続する 

♦ 使用するケーブルと接続方法については、 
プリンターの使用説明書を参照してくだ 
さい。 

参カメラ側を接続するとさはプラグの〈く^〉 
び、カメラの前面に向くようにして、プ 
ラグをカメラのデジタル 〈 DIGITAL 〉 端テに 
差し込みます。 

4プリンターの電源を入れる 

♦プ U ンターの機種によっては、電源ケー 
ブルを接続すると同時に電源び入るをの 
びあります。 
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カメラとプリンターを接続する 



夕 


カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にした 
あと、〈囚〉ボタンを巧す 

時画像び表示され、液晶モニターの左上に 
〈因〉または〈巧〉び表示されます。 



カードフオト 
プリンター接続表示 


巨 J プ U ンター接続表示 



参ダイレクトプ U ントを行うとさは、カメラの電源に AC アダプターキット 
ACI <- E 2( 別売)のご使用をおすすめします。 

参カメラの電源にバッテ U —パックを使用するとさは、フル充電されたバッテ 
U —を使用してください。プ U ントする際はバッテ I 」一の残量にミ主意してく 
ださい。 

• カメラのデジタル 〈 D に ITAL 〉 端テからケーブルを取り外すときは、カメラと 
プ U ンターの電源を切ってから、必ずプラグの側面を持って引いてください。 
• カメラとプ U ンターの接続には、専用のインターフェースケーブルじ(外は使 
用しないで < ださい。 

51プ U ンターを接続したままカメラを約目分間放置すると、自動的にカメラの電源 
び切れます。なお、オートパワーオフ （28) の設定時間び8分 I ソ上のとさは、設 
定した時間で電源び切れます。 
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プ u ントずる 

プ U ントスタイル（フチのあり/なし、日付の入/切など）や、プ U ント枚 
数、プ IJ ント範囲（卜 IJ ミング)を設定してプ IJ ントすることびできます。 
ダイレクトプ U ントの操作はすべてカメラ側で行います。 

お式の画像はダイレクトプリントできません。 



プリントする画像を選ぶ 

参液晶モニターの左上に〈困〉または〈巧〉が 
表示されていることを確認します。 
♦〈◄►〉を押してプ U ントする画像を選 
びます。 


2〈@〉を巧す 

時プ U ント設定画面になります。 


プリント設定画面 

プ IJ ント範囲枠；画面びカツトされるとさに表示されます。 


U が 

[PL 判 

緣フチな し 
©图 

1 スタイル 1 


口！巧 

_;''',づ_! 

■ : . 1 

. ぃ -.■ ,1 . V 1!:. . |1 

」_ 1. -王-’ - _ U 


プ U ントを開始します。 


■ 設定されているプ U ントスタイルび表 
示されます。 

く®〉は日付のマークです。 

-プ U ントスタイルを設定します。 

-何枚プ IJ ントするかを設定します。 
-プ U ント範囲を設定します。 

-手順1の画面に戻ります。 

〈 MENU 〉 ボタンでを戻ります。 
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プリントする 


3プリントの[スタイル]を設定をする 

♦「フチのあり/なし」、「曰付の入/切」 
や、目 J プ U ンターのペーパー(用紙)サイ 
ズの設定を行います。 

♦設定ち法は、次ページの『プ U ントスタ 
イ J レの設定』を参照してください。 



4 


プリントする 


♦ 〈▲▼〉を押して [プリント] を選び、〈©〉 
を押します。 

時プ U ントび開始されます。 

♦プ IJ ントび正常に終了すると、手順1の 
状態に戻ります。 


■ 
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プリントする 


プリントスタイルの設定 



[スタイル]を選ぶ 

•〈▲▼〉を巧してロ タイル] を選び、 <©> 
を押します。 

時[スタイル] 設定画面び表示されます。 


2項目を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を押して項目を選び、〈©〉を押 
します。 


時内容び表示されます。 



♦目 J プ U ンターでは、用紙サイズにあわせて、 [ぺーパー] (用紙サイ乃の 
設定を行う必要びあります。 

♦力ードフォトプ IJ ンターでは、 [ぺーパー] び 陋面設 赴の項目に変わりま 
す。 [画面設定] は、ペーパー(用紙）1枚に、 ] 画像プ IJ ントするか、同じ 
画像を小さく8画面プ U ントするかを選択するをのです。カードサイズ 
のペーパー(用紙)使用時に選択でさるようになります。 

♦「フチのあり/なし」、「曰付の入/切」は、どのプ U ンターでを同じよ 
うに設定でさます。 
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プリントする 


[ぺ—パ—] 

旧 J プリンター) 


晒面設定] 

(カードフオトプ U ンター） 






ロチ] 


旧优 



3内容を選んで設定する 

♦〈▲▼〉を巧して内容を選び、〈©〉を押 


しふ 9 〇 

時選んだ内容び設定されます。 

♦設定び終わったら、 〈 MENU 〉 ボタンを押 
してプ IJ ント設定画面に戻ります。 


「フチあり」にすると、プ U ンターによっては曰付びフチにかかることびあります。 
曰付の背後び明るい場合や、フチの場合、プ U ンターによっては曰付び薄く印 
刷されます。 

胃]•曰付入にすると、画像に記録されている曰付情報を入れてプ U ントします。 
参曰付は、用紙のち下に印刷されます。 

•力ードフォトプリンターで[分割画面を選択した場合、ロ チ]、 旧优の設定は 
できません。 [フチなし]、旧付切] でプリントされます。また、画像の上下左 
ちびカツトされてプ1」ントされます。 
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プリントする 


プリント枚数の設定 



プリント枚数を設定する 

• 〈▲▼〉を押して嫩]を選びます。 

♦ 〈◄►〉でプ U ント枚数を設定します。 
♦ ]〜99枚まで設定でさます。 


トリミング(プリント節囲)の設定 

画面を部分的に拡大したプ U ントや、構図を変えたような感じでプ U ント 
することびでさます。 

事前に [スタイル] の設定を済ませておいてください。卜 U ミングを設定した 
あとで、 [スタイル] の [フチ] を設定変更すると、卜 IJ ミングの再設定び必要 
になります。 



1 I ’ぶザ-制 H ち' 1 


[トリミング]を選ぶ 

♦〈▲▼〉対甲して [トリミング] を選び、〈©〉 
を押します。 

時卜 U ミング画面び表示されます。 

トリミングする 

♦卜 U ミング枠の内側びプ U ントされる範囲 
です。 


枠の大ささを変える 

〈み〉、 〈因 •み〉ボタンを押すと卜 U ミング枠の大ささび変わります。 
卜 U ミング枠をルさくするほど拡大してプ U ントされます。 

枠を移動する 

十字キーを巧すと卜 U ミング枠び上下左ちに移動します。 

好みの構図になるよラト IJ ミング枠を移動させます。 
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プリントする 


枠を回転する 

〈 INFO .〉 ボタンを押すと、押すたびに卜 IJ ミング枠び縦長、横長に変 
わります。 

横位置で撮影した画像を、縦位置で撮影したよラにプ U ントでさます。 

参操作案内表示は、卜 U ミング操作中消え 
ます。操作をやめて已秒たつと再表示し 
も9 〇 

^設定を終了する 

♦ 〈©〉を押すとプ U ント設定画面に戻り 

よ9 〇 



^♦フチなしにすると、プリンターの機種によっては、トリミング枠のとおりに 
プ U ントされないことびあります。 

参卜 U ミング枠を小さくするほどプ U ント画質び粗くなります。カードフォト 
プ U ンター使用時は、卜1」ミングで画質び粗くなる場合、卜 U ミング枠の色 
び赤に変わります。 

• 卜 U ミングを設定したあとで、 [スタイル] の [フチ] を設定変更すると、 [トリミ 
ングの再設定が必要です] というメッセージび表示されます。 [トリミング] を再設定 
するか、 [フチ] の設定を元に戻してください。そのままプ U ントすると、卜 
U 三ングされないでプ1」ントされます。 

参 [トリミング] は、カメラの液晶モニターを見なびら行ってください。テレビ 
を利用 （91) して卜 US ングすると、卜 U 三ング枠び正しく表示されないこ 
とびあります。 



〇 [トリミング] の設泡ま、プ U ント終了時、または [キャンセル] 操作時に解除されま 
す。 
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プリントする 


プリントを中止する 

[中山が表示されている間に〈@〉を巧 
す 

時プ U ントび中止されます。 

時確認画面び表示されたときは、〈◄►〉を 
巧して [0 K ] を選び、〈©〉を押します。 



S プリント中止について 

カードフォトプリンター接続時 

プ U ント枚数び]枚のときは、プ U ントを中止できません。2枚し U 上のとき 
は、次のプ U ントから中止されます。 

BJ プリンター接続時 

プ U ントび中止され、プ U ント中のペーパー(用紙)び排紙されます。 

プリント中に問題が生じたとき 

液晶モニターに、どのよラな問題び生じたかび表示されます。 

•[再開]([続行]) び表示されているときは、問題を解ミ夫したあと、 [再開]([続行]) 
を選び、〈贷)〉を巧します。〈贷)〉を押したあと、「中止しますか？」と表示さ 
れたら、 [キャンセル] を選んで〈贷)〉を巧すとプ U ントを再開します。なお、プ 
U ンターの種類によっては、自動的にプ U ントを再開します。 

•[中止] しか表示されていないとさはく®〉を巧します。問題を解決したあと、 
初めからプ U ントしなおして<ださい。 
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撮影画像のプリント指定/ 

DPOF 


CF カードに記録されている画像の中から、プリントしたい画像や 
枚数などをあらかじめカメラで指定することがでさます。この機 
能をプリント指定機能 (DP 日 F) といいます。 DP 日 F 対応のプリン 
ターなどでプリントするとさや、写真店にプリントま文するとさ 
に大変便利な機能です。 


DPOF にごいて 

DPOF(Di 呂 ital Print Order Format) は、デジタルカメラで撮影した画 
像の中からプリントしたい画像や枚数などの、プリント指定情報を CF 力 
ードなどの記録メディアに記録するための規格です。 DPOF 対応のデジ 
タルカメラでプ U ント指定すると、次のよラなことびでさ3 



参 DPOF 対応のプ U ンターに CF カードを入れるだ 
けで、指定したとおりにプ U ントできます。 


♦写真店にプ U ントをを文する際、ミち文用紙にプ U ントしたい画像 
の指定や枚数などの記入び不要となりまで 



♦ ダイレクトプ U ント対応のプ U ンター 
から直接、指定したとおりにプリント 
でさます。 


* このカメラのプリント指定機能は、 DPOF バージヨン].1に準拠して 
います。 
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MENU 


撮露画像をプ u ント指定する 


どのようにプ U ントするかの設定と、プ U ントする画像の選択を行います。 
プ U ントの設定では、インデックスプ U ント(用紙1枚に、縮小画像を複数 
プ U ント）の設定や、日付、ファイル番号の入/切び設定でさます。この 
設定は、プ IJ ント指定したすべての画像に対して、一律に適用されます （1 
画像ごとに別々の設定はでさません)。 

画像の選択は、「1画像ずつの指定」、または「全画像指定」のどちらか一方 
の設定びでさます。 

n 画像ずつの指定」をしたあとで r 全画像指定」にずると、全画像指定の設 
定に変わりまずので、を意してください。 

お式の画像はプリント指定できません。 


プリントの設定 

プ U ントタイプや、日付、ファイル番号の入/切を設定します。 


プ U ントタイプ 

@スタンダード 

用紙1枚に1画像をプ U ントします。 

©インデックス 

用紙1枚に縮ル画像を複数プ1」ントします。 

@感両方 

スタンダードとインデックスの両方をプ1」ントします。 

曰付 

入 

[入]にすると、撮影画像に記録されている日付情報を入れてプ1」ン 
卜します。 

切 

ファイルき号 

入 

[入]にすると、ファイル番号を付けてプリントします。 

切 



I プリント窠を 
3スタンブード ロ 巧 


躬ィルぉ 


むお T 1 


1[プリント指定]を選ぶ 

♦ 〈因〉 タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を押して [プリント指定] を選び、 
〈毎)〉を押します。 

時プ U ント指定画面になります。 

2 [設定]を選ぶ 

♦ 〈◄►〉を押して [設定] を選び、〈©〉を押 
します。 

時プ IJ ント設定画面び表示されます。 
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m 撮影画像をプリント指定する 


A フリント爱ち 



服 

1プリントタイプ 

ス的トド1 

日な 

巧 

7アイルお 

切 


互 


3項目を選ぶ 

•〈▲▼〉を巧して項目を選び、〈©〉を押 
しふ9 〇 

時内容び表示されます。 



[ファイル番号] 



4内容を選んで設定する 

♦〈▲▼〉を巧して内容を選び、〈©〉を押 
しよ9 〇 


5設定を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと、プ IJ ント指定 
画面に戻ります。 

♦次にプ U ント指定画面の 陋像指定]、[全 
画像] で、プ U ントする画像を指定します 
(1 11)。 
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iMD 撮影画像をプリント指定する 


•旧付]、[ファイル番号]を[入]にしても、プリントタイプの設定や、プリンター 
の機種によってはプ U ントされないことびあります (下記参照)。 


プ U ントタイプ 

曰付 

ファイル番号 

スタンダード 

〇 

X 

インデックス* 

X 

〇 

両方 

スタンダード 

〇 

X 

インデックス* 

X 

〇 


* BJ プ U ンターでは、曰付、ファイル番号ともプリントされません。 

♦[インデックス]では、旧付]とロァイル番司を同時に[入]にできません。また、 
旧付]を[入]にしてもプ U ントされませんので、[ファイル番哥を[入]にしてく 
ださい。 

•プリントするときは、プリント指定を行った CF 力ードを使ってくださし、画 
像データだけ CF カードから抜き出してプ U ントすると、指定した内容でプ U 
ントでさません。 

• DPOF 対応プ U ンターの種類や、写真店の対応によっては、指定内容び反映 
されないことびあります。プ U ンターの場合は、使用説明書をご確認くださ 
し、写真店の場合は、事前にお店にご確認ください。 

参ほかの機種で撮影した画像を、このカメラに入れてプ U ント指定しないでく 
ださい。すでにプ U ント指定されている内容び、意図せずにすベて書さ換え 
られることびあります。また、画像の種類によっては、プ U ント指定でさな 
いことびあります。 
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n 撮影画像をプリント指定する 


1画像ずつの指定 

プ IJ ントタイプび [スタンタード]、[両方] のときは、画像ごとにスタンダー 
ドタイプのプ U ント枚数び設定でさます。 [インデックス] のとさは、インデ 
ックスプ U ントに加える/加えないの選択びでさます。 

1晒像指定]を選ぶ 

♦ 〈◄►〉を押して [画像指定] を選び、〈©〉 
を押します。 

時画像指定画面になります。 


2 プリント指定ずる画像を選ぶ 

♦ 〈◄►〉を押して画像を選びます。 

♦〈因•み〉ボタンを押すと、3画像表示に 
なります。〈み〉ボタンを巧すと元の表示 
に戻ります。 



3画像表术 







iMD 撮影画像をプリント指定する 


3プリントを指定する 

♦ 1日8ページの『プ U ントの設定』にある、 
[プリントタイプ] によつて指定の内容び変 
わります。 


[スタンタード]、[両方]の場合 

口 


〈▲▼〉を巧して、プ IJ ント枚数を]〜99枚 
まで設定でさます。 


[インデックス]の場合 

口 ElE^EI 


4設定を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと、プ U ント指定 
画面に戻ります。 

をう一度 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、指定 
した内容を CF カードにイ呆存して、メニ 
ユー画面に戻ります。 


〈▲▼〉を押して、インデックスプ IJ ントに 
加える（画面左上に〈>/〉表示）/加えない 
(〈>/〉なし）び設定できます。 

♦ ほかにプ U ントを指定したい画像びある 
ときは、手順3、4を繰り返します。 


112 



m 撮影画像をプリント指定する 


き画像指定 

CF 力ードに記録されている全画像のプ U ント指定と解除びでさます（应 E 3 
除く）。スタンダードタイプのプ IJ ント枚数は、すべて]画像1枚に固定さ 
れます。 



拴画像]を選ぶ 

♦〈◄►〉を押して [全画像] を選び、〈©〉を 
押します。 

時全画像指定メニューび表示されます。 


[全画像对旨定]を選ぶ 


♦ 〈 ▲▼ 〉を押して [全画像を指定] を選び、 
〈©〉を押します。 

時すべての画像び1枚ずつプ IJ ント指定さ 
れ、プ IJ ント指定画面に戻ります。 

♦ [全指定の解除] を選ぶと、すでにプ U ント 
指定されていた画像の指定びすべて解除 
されます。 

♦[キャンセル] を選ぶと、プ U ント指定画 


面に戻ります。 


3設定を終了する 

♦ プ IJ ント指定画面で 〈 MENU 〉 ボタンを押 
すと、指定した内容を CF カードに保を 
して、メニュー画面に戻ります。 


〇 • 撮影日時のちい画像から順にプ U ントされます。 
• 最大998画像まで指定でさます。 
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DPOF 指定画像のダイレクトプリント— 

DPOF のプ U ント指定内容を、ダイレクトプ IJ ント対応のプ U ンター(別 
売)で簡単にプ U ントすることびでさます。 


1カメラとプリンターを接続する 

(98) 



[プリント指定]を選ぶ 

♦ 〈因〉 タブを選びます。 

♦ 〈▲▼〉を押して [プリント指定] を選び、 
〈©〉を押します。 


[プリント]を選ぶ 


♦〈▲▼〉を押して [プリント] を選び、 <©> 
を押します。 

♦[プリント] は、カメラとプ U ンターを接 
続して、プ U ントでさる状態になってい 
ないと表示されません。 



プリントスタイルを設定する 


①〈▲▼〉を押してロ タイル] を選び、 <©> 
を押すと [スタイル] 設定画面び表示され 


ます。 

②〈▲▼〉を巧して項目を選び、〈©〉対甲す 
と内容び表示されます。 

* 表示される項目は、プ U ントタイプやプ 
I 」ンターの機種によって変わります。設 
定でさない項目は、灰色で表示されます。 


③〈▲▼〉を押して内容を選び、〈©〉対甲す 
と選んだ内容び設定されます。 


④ 〈 MENU 〉 ボタンを押すとプ U ントスタイ 


ルの設定び完了します。 

♦目 J プ IJ ンターは、必ずペーパー（用紙) 
サイズの設定を行つてください。 
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DPOF 指定画像のダイレクトプリント 



プ U ント指定内容 

_ I _ 


□ 7 1 

阻3 

© A 

菌 1 居 面 
ii フチなし 

髓がををて ブリントし ます 



J ___ L 



プリントする 

♦ 画面左上でプ IJ ント指定内容を確認しま 
す。 

♦〈▲▼〉を巧して [0 K ] を選び、〈©〉を押 
します。 

時プ U ントび開始されます。 

♦ プ U ントび終了すると、手順 3 の状態に 


戻ります。 


ttr フチあり」にすると、プリンターによっては曰付びフチにかかることびあります。 
曰付の背後び明るい場合や、フチの場合、プ U ンターによっては曰付び薄く印 
刷されます。 

31♦[プリントタイプ] び [インデックス] の場合、用紙1枚にプリントされる画像の数 
は、用紙の種類によって異なります。 

クレジットカードサイズ：20、 L サイズ：42、ポストカードサイズ：日3 
目 J プ U ンターでプリントしたときの画像の数については、目 J プ U ンターの 
使用説明書でご確認 < ださい。 

•曰付、ファイル番号は、スタンダードは用紙のち下に、インデックスは用紙 
の中央下にプ U ントされます。 
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DPOF 指定画像のダイレクトプリント 



[中山が表示されている間に〈@〉を巧 
す 

時プ U ントび中止されます。 

時確認画面び表示されたときは、〈◄►〉を 
巧して [0 K ] を選び、〈©〉を押します。 


S プリント中止について 

カードフォトプリンター接続時 

プ U ント枚数び]枚のときは、プ U ントを中止できません。2枚し U 上のとき 
は、次のプ U ントから中止されます。 

BJ プリンター接続時 

プ U ントび中止され、プ U ント中のペーパー(用紙)び排紙されます。 

プリントを再開するとき 

•プ U ントを中止したあとに、残りの画像をプ1」ントするときは、プ U ント画 
面で、〈▲▼〉を押して [再開] を選び、〈贷)〉を巧します。 

参次のような場合は、プ1」ントの再開はできません。 

♦再開する前に、プ U ント指定を変更した場合 

• 再開する前に、プ U ント指定した画像を削除した場合 

• プ1」ントを中断したとさに、 CF カードの空さ容量び少なかった場合 

プリント中に問題が生じたとき 

液晶モニターに、どのよラな問題び生じたかび表示されます。 

•[再亂（[続行]) び表示されているときは、問題を解決したあと、 [再開]([続行]) 
を選び、〈贷)〉を巧します。〈贷)〉を巧したあと、「中止しますか？」と表示さ 
れたら、 [キャンセル] を選んで〈贷)〉を巧すとプ U ントを再開します。なお、プ 
U ンターの種類によっては、自動的にプ U ントを再開します。 

• [中止] しか表示されていないときは〈贷)〉を押します。問題を解ミ夫したあと、 
初めからプ1」ントしなおして < ださい。 
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カメラを快適に使っていただくために、この『資糾を設けました。 
撮影の参考になるカメラの機能情報、システムアクセサリーの紹 
介などを行います。 




被写界深度確認 


評価測光 


部分測光 


中央部重点平均測光 


1枚撮影 


連続撮影 
自動発光 


• 

• • 


手動発光 
発光禁止 


赤目絵和 
FE □ック 


〇 〇 


カメラ設定な]期化 
撮像素子の清掃 


撮該機能の組み合わせ一覧 


自動設定〇:選択可能 * AE □ック操作時 


モードダイヤル 


福画 


に0 
感 
度 


トン 


自動 


手動設定 


プ U セツ ト WB 、 
MWB 、 WB-BKT 


現像パラメーター 


AI サーボ 




自動 


プ□グラムシフト 


露出補正 
AEB 


簡単撮影ゾーン 


□み： 4 A 因区! 


0 0 0 0 


応用撮影ゾーン 


P Tv Av M A-DEP 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


測光方式 
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撮影機能の組み合わせ一覽 


AF モードとドライブモードの関係 


ドライブモード 

ワンシヨ ッ ト AF 

AI ヴーボ AF 

AI フ オー カス AF 

1枚撮影 

ピント合わせび終わる 
までは撮影でさませ 
ん。ピントび合うと同 
時にピントを固定しま 
す。評価測光の場合は、 
露出を固定します。 
(撮影前に露出を記憶） 

被写体の動さに合わ 
せてピント合わせを 
続けます。露出は撮 
影する瞬間にままり 
ます。 

被写体の状態に 
よってワンシヨ 

ット AF から AI 
ヴーボ AF に自 
動的に切り換わ 
ります。 

連続撮影 

上と同じ条件で連続撮 
影となります。 （1 秒 
間に約 2.5 枚、最大約 
4枚まで） 

上と同じ条件で連続 
撮影となります。ピ 
ント合わせは連続撮 
影中を作動します。 

(1 秒間に約2.己枚、 
最大約4枚まで） 


E 3 撮影画面は、3日 mm 判カメラの撮影画面よりルさい 
ため、装着したレンズの有効撮影画角は、「表記焦点 
距離 X 約 1.6 倍」相当になります。 


撮影画面 

(22.7 X ] 己. 1 mm ) 


3已 mm 判フイルム撮影画面 
(3 目 X 24 mm ) 














巧障かな？とお考えになる前に— 

「カメラび故障したのかな？」と考える前に、下記の例を参考にしてカメラ 
をチェックして < ださい。 


電源 

r バッテリーび巧電できない」 

♦専用のバッテリーを使用していますか？ 

時バッテリーパック巨 P - 日11、巨 P - 日12を使用してください。 

•チャージャーに正しくセットしましたか？ 

時バッテ U —パックを正しくセットしてください。 (16) 

「電源スイッチを 〈 ON 〉 にしてもカメラび作動しない」 

♦バッテリーパックが消耗していませんか？ 

—バッテ U —パックを充電してください。 (16) 

♦八'ッテリーを正しく入れましたか？ 

時バッテ U —を正しく入れてください。 (18) 

♦バッテリー室ふたが開いていませんか？ 

時バッテ U —室ふたをしっかりと閉じてくださし、 (18) 

♦ CF カードス□ットカバーが開いていませんか？ 

— CF カード取り出しボタンび飛び出すまでしっかりと差し込み、 CF カード 
ス□ットカバーをしっかりと閉じてください。 (22) 

「電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしてもアクセスランプび点滅ずる」 

♦撮影後、すぐに電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしても、 CF 力ードへの画像記録 
を行ラため、数秒間はアクセスランプが点滅します。 

- ► CF カードへの画像記録び終了すれば、アクセスランプは消え、自動的に 
電源び切れます。 

r バッテリーの消耗び早い」 

•バッテリーパックび十分に充電されていますか？ 

-►十分に充電してください。 (16) 

♦バッテリーパックの寿命ではありませんか？ 

時新しいバッテ U —パックをお買い求めください。 
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故障かな？とお考えになる前に 


情源び勝手に切れる」 

♦才ートパワーオフ機能が働いていませんか？ 

• もう一度電源スイッチを 〈 ON 〉 にするか、才ートパワーオフ機能を回に 
してください。 (28) 

r 表示パネルに〈亡]〉のみび点滅している」 

♦バッテリーパックの容量が極端に少なくなつています。 

-►バッテ U —パックを充電してくださし、。 (16) 


撮影 

r 撮影-記録びできない」 

• CF カードが正しくセットされていますか？ 

時 CF カードを正しく入れてください。 (22) 

• CF カードがいっぱいになっていませんか？ 

新しい CF カードに入れ換えるか、不要な画像を消去してください。 

に2、 93) 

•バッテリーが消耗していませんか？ 

時バッテ U —パックを充電してくださし、。 (16) 

• ピントは合っていますか？（ファインダー内の合焦マーク〈•〉が点滅して 
いませんか？） 

ちう一度シャッターボタンを半押しして、ピントを合わせなおしてくださ 
し、。それでもピントび合わないとさは、手動でピントを合わせてください。 
に4、 62) 

r 液晶モニターの表示-画像び不鮮明になる」 

♦ ゴミやほこりがついていませんか？ 

—眼鏡ふきややわらかい布などでふいてください。 

♦ 液晶が消耗していませんか？ 

^お客様相談窓口にご相談ください。 


■ 
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故障かな？とお考えになる前に 


r 画像びボケて写っている」 

• レンズのフオーカスモードスイッチが 〈MF〉 になっていませんか？ 

時レンズのフオーカスモードスイッチを 〈AF〉 にしてください。 (21) 
♦シャッターボタンを巧すとさに手ブレを起こしていませんか？ 

—手ブレを起こさないようにシャッターボタンを静かに押してください。 
(24、 34) 


rcF 力ードが使えない」 

♦表示パネルに [fo- **] び表示されていませんか？ 

• [ Err び]のときは、96ぺージを参照してください。 

時 [ Err 日ののときは、ちページを参照してください。 

♦ キヤノン製じ(がの CF カードを使用していませんか？ 
•キヤノン製 CF 力ードのご使用をおすすめします。（2、12己) 

r 表示パネルに r [ が」び表示される」 

♦ 曰付/時計機能用電池が消耗していませんか？ 

-新しい曰付/時計機能用電池に交換してください。 (31) 


撮影画像のお認-操作 

r 画像を消去でさない」 

♦画像にプ□テクトをかけていませんか？ 

•プ□テクトを解除してください。 （92) 

r 撮影年月曰/時刻び正しく表示されない」 

参曰付/時刻が正しく設定されていますか？ 

- 日付/時刻を正しく設定してください。 （30) 

r テレビに画像び表示されない」 

♦ビデオケーブルのプラグを根元まで差し込んでいますか？ 

—ビデオケーブルのプラグを、根元までしっかりと差し込んでください。 
(91) 

♦ビデオ出力方式 (NTSC/PAL) が正しく設定されていますか？ 

-接続する機器と同じビデオ出力方式に設定ください。 (28) 
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エラーコ ■ド表示 

カメラに異常び発生すると、表示パネルに「ら-，-XX」び表示されます。エ 
ラーコードに応じて、似下の対応を行ってください。 

頻繁にこのエラーコードび表示されるとさは、故障ですので 「xx」 の数値を 
控えて最寄りのお客様相談窓□にお持ちください。 

また、撮影直後にこのエラーコードび表示されたとさは、撮影されていな 
い場合びありますので、〈因〉ボタンを押して画像の確認をしてください。 


エラー 

コード 

対応 

Err 

日 1 

レンズの接点を清掃してください。 （7) 

Err 

0 合 

CF カードに問題びあります。次のいずれかの対応を 
行ってください。 

CF カードのおさ差しを行ラ。別の CF カードに交換す 
る。 CF カードをフオーマットする。 

Err 

日し 1 

CF カードの容量びいっぱいで、画像を記録すること 
びでさませんでした。不要な画像を消去するか、十 
分な空さ容量のある CF カードに交換してください。 

Err 

05 

内蔵スト□ボの自動ポップアップを阻害しました。 

電源スイッチ 〈 OFF 〉 一 〈 ON 〉 を行ってください。 

Err 

SS 

上記しソ外のエラーび発生しました。 

バッテ U —パックの抜さ差しを行ってください。 









主なアクセサリー(別売）^ =— 

バッテリーパック BP -51 1 

強力なI」チウムイオンこ次電池パックです。フル充電 
で約400枚（常温•スト□ボ己096使用）の撮影びできま 



AC アダプターキット ACK - E 2 

家庭用電源キット (AC アダプター、 DC カプラー、電源 
コード)です。 AC 100〜24 0V に対応しています。 


コンパクトノ ワーアダプター CA - PS 400 

バッテ U- パック目 P- 曰11、 BP- 日12用の急速充電器 
です。1パックの充電所用時間は約90分、一度に2パ 
ックの取り付けびでさます。また、 CA-PS 400に DC 
カプラー DR- 400 (別売）を接続することもできます。 
電源は AC1 00〜24 0V に対応しています。 



バッテリーグリップ BG - E 1 

バ'ッテ IJ ーノてック BP- 己11、 BP- 己12を2本取0付け可 
能なバッテ U —グ U ップです。縦位置用シャッターボ 
タン、電子ダイヤル、 AE □ック /FE □ックボタン、 
AF フレーム選択ボタン、露出補正/絞り数値設定ボタ 
ンび装備されています。 


セミ八ードケース EH -16 L 

カメラを保護するための専用ケ-スです。 

カメラに EF-S18-55mm F3 .日-日. 6USM を付けたま 
ま収納することびできます。 



視度補正レンズ E 

内蔵の視度調整機能との組み合わせでさらに調整範囲 
び広びる視度補正レンズ E び10種類 （一4dpt 〜+ 
3clpt) 用意されています。 
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まなアクセサリー（別売) 



クリップオンタイプスト□ボ 

アクセヴ U —シューに取り付けて使用するスト□ボと 
して、 EX シ U —ズスピードライトびあります。通常の 
AE 撮影と同じ操作感覚で大光量のスト□ボ撮影、八イ 
スピードシンク afP 発光)、 FE □ック撮影などを行う 
ことびでさます。 



マク□スト□ボ 

近接撮影用スト□ボとして、 EX シ U —ズマク□スト □ 
ボびあります。片側発光から、光量比制御まで、高度 
なライティングを簡単に行うことびでさます。 


gA リモートコント □ —ラー RC -1、 RC - 己 

H i 1 カメラから約己 m 離れて撮影できる U モコン送信機で 

I W ず。 

RC -1 RC - 己 



U モートスイッチ RS -60 E 3 

超望遠撮影、マク□撮影、長時間露光(バルブ)撮影な 
どにおけるカメラブレ防止に有効なリモートスイッチ 
です。コード長は目 0 cm 。 スイッチはシャッターボタ 
ン半押し、全押しと同じ機能、およびレ U —ズ□ック 
機能を備えています。 



CF 力ード 

撮影した画像を記録するためのメモ U —力ードです。 

CF カードは、キヤノン製 CF カードのご使用をおすす 
めします。 


12己 




システムマップ 
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主な仕樣^ 


■型式 

型式 . スト□ボ内蔵、デジタルー眼レフレックス AF ’ AE カメラ 

記録媒体 . CF カード (Type UI 準拠） 

撮像画面サイズ . 22.7 X ] 已 . 1 mm 

使用レンズ . キヤノン EF レンズ群に F - S レンズ含む） 

(有効撮影画角は、表記焦点距離の約1.目倍に相当） 
レンズマウント . キヤノン EF マウント 


■撮像素子 

形式 . 

画素数 . 


アスペクト比 . 

カラーフイルターち式 
□ー パスフイルター.… 

■記録お式 

記録フオーマツト形式 

記録画像形式 . 

ファイルサイズ . 


ファイル番号 . 

現像パラメーター 


インターフェース . 

■ホワイトバランス 

種類 . 


オートホワイトバランス. 
色温度補正 . 


.高感度•高解像度大型 CMOS センサー 

.カメラ部有効画素:約目30万画素 (3088 X 20己目) 

糸念画素:約巨已〇万画素 （3] 已 2 X 2068) 

.3:2 

. RGB 原色フィルター 
.固定式、撮像素テ前面に配置 


. DCF ： JPEG(Adobe RG 目設定時を除く）、および RAW 
JPEG 、 RAW (12 bit ) 


.(])Lar 邑 e/Fine 

(2) Lar 吕 e/Normal 

(3) Middle/Fine 

(4) Micldle/Normal 
(己) Small / 円 ne 

(目) Small/Normal 
(7) RAW 

* ファイルサイズは、 


:約 3. 1 M 巨 (3072 X 2048 画素） 
:約 1 .日 M 目 (3072 X 2048 画素） 
:約 1 .8M 目 (2048X ] 3 目 0 画素） 
:約 1 .2M 目 (2048X ] 3 目 0 画素） 
:約 1 .4M 目り己 36X ] 024 画素） 
:約 0.9 M 目り已 36X ] 024 画素） 

:約 7 M 巨 (3072 X 2048画素） 
被写体条件、に0感度などにより異 


なる 


.通し番号、オート I 」セット 

.パラメーター1、2、 Ad 曰 be RG 目のほか、任意設定し 
た現像パラメーター (4 項目各已段階設定)を3セット登録 
可能 

. US 目(標準/ PTP 選択可） 

ビデオ出力 （ NTSC / PAL 選択可） 


.オート、太陽光、曰陰、くわり、白熱電球、白色堂光灯、 
スト□ボ、マニュアル 
.撮像素子を用いたオートホワイトバランス 
.ホワイトバランスブラケティング：1段ステップ±3段 
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まな仕様 


■フアインダー 

方式 . ペンタダ八三ラー使用、アイレベル式 

視野率 . 上下/左ちとわ9日％ (対有効画素•視野率） 

倍率 . 0.日倍(已 0mm レンズ ’oo.-i dpt) 

アイポイント . 21 mm 

視度調整範囲 .-3.0 〜+1 .Odpt 

フオーカシングスクリーン.…固定式、全面マットスクリーン 

ミラー . クイック1」ターン式全面ノ V- フミラー 

(透過:反射=40:曰0、ミラー切れ:日00 mm F4 までなし） 

ファインダー情報 .AF 情報 (AF フレーム、合焦マーク）、露出情報(シャッタ 

一速度、絞り数値、マニュアル露出、 AE □ック、露出レ 
ベル)、スト□ボ情報(充電完了、赤目緩和ランプ点灯、 

八イスピードシンク□、 FE □ック）、撮影可能枚数情報、 
CF 力一问青報 

被写界深度確認 . 絞り込みボタンによる 

■オートフオーカス 

方式 .CMOS センサーによる TTL-CT-S 旧方式 

(TTL 二次結像位相差検出ち式） 

測距点 . 7点 

測距輝度範囲 .EV0. 己〜18(常温•に 0] 00相当） 

フオーカスモード . ワンショット AF、AI ヴーボ AF、AI フオーカス AF、 手動 

(MF) 

AF フレーム選択 . 自動選択、任意選択 

AF フレーム選択表示 . ファインダー内スーパーインポーズと表示パネルによる 

AF 補助光 . スト□ボ間欠発光方式 

有効距離:中央部約 4m/ 周辺部約3.已 m 

■露出制御 

測光方式 . 3已分割 TTL 開放測光 

•評価測光(すべての AF フレームに連動） 

•部分測光(中央部•ファインダー画面の約9%) 

-中央部重点平均測光(マニュアル露出時自動設定） 

測光範囲 .EV1 〜20(常温•已 0mm F 1 .4 使用 • ISO ] 00相当） 

露出制御ち式 . プ□グラム AE (全自動、ポートレート、風景、ク□ーズ 

アップ、スポーツ、夜景ポートレート、スト□ボ発光禁 
止、プ□グラム)、シャッター優先 AE、 絞り優先 AE、 自 
動深度優先 AE、 マニュアル露出、 E-TTL スト□ボ AE 

に0感度 . 簡単撮影ゾーン：自動設定 

応用撮影ゾーン: ISO] 00、200、400、800、 

1600相当 
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主な仕様 


露出補正 .AE 目：1/3段ステップ±2段 

手動：1/3段ステップ±2段 (AEB 併用可能） 

AE □ック . 自動:ワンショツト AF •評価測光時、合焦と同時に AE □ック 

手動: AE □ックボタン巧しによる 

■シャッター 

形式 . 電子制御式フォーカルプレーンシャッター 

シャッター速度 . 1/4000〜30砂 （ 1/3段ステップ)、ノりレブ、 

X= 1/200砂 

レ U —ズち式 . ソフトタッチ電磁レ U —ズ 

セルフタイマー . 10秒後撮影 

リモコン .U モートスイツチ RS-60E3 

U モートコント□-ラー RC- 己/ RC-1 対応 

■内蔵スト□ボ 

形式 .U トラクタブル式、 E-TTL 自動調光オートポップアップス 

卜□ボ 

ガイドナンバー .13(1301 00相当. m) 

充電時間 . 約3秒 

充電完了表示 . ファインダー内スト□ボ充電完了マーク点打 

照射角 . レンズ表記焦点距離1日 mm 相当の画角に対応 

調光ち式 .E-TTL 自動調光(すべての AF フレームに連動） 

■が部スト□ボ 

EOS 専用スト□ボ . スピードライト EX シ U —ズ使用時、 E-TTL 自動調光 

■ドライブ関係 

ドライブモード . 1枚撮影、連続撮影、セルフタイマー/リモコン 

連続撮影速度 . 約2.已コマ/秒 （1 /2已〇秒じ(上） 

連続撮影時の最大撮影可能枚数: 4枚 

■液晶モニター 

形式 .TFT 式カラー液晶モニター 

画面サイズ .1.8 型 

画素数 . 約] ] .日万画素 

視野率 . 約] 00%(対有効画素•視野率） 

輝度調整 . 已段階 

■再生機能 

画像表示形式 . 1枚、 ] 枚 (Info)、 拡大(約].已倍〜約] 0倍)、9枚インデ 

ックス、拡大ズーム、オートプレイ、および画像回転、 
ジャンプ 

八イライト表示 . 画像表示形式1枚、 ] 枚 (Info) のとさ、画像情報のない八 

イライト部分を点滅表示 
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まな仕様 


■記録画像のプ□テクト/消去 


プ□テクト . 1枚単位でプ□テクト、解除 

消去 .] 枚、またはカード内全画像の単位で消去 

(プ□テクト画像を除く） 

■ダイレクトプリント機能 

巧応プI」ンター .CP ダイレクト、目 ubble」et Direct、 および 

円 ctBrid 邑 e 対応プ U ンター 

プ U ント対応画像 .JPEG 画像 

■メニュー機能 

メニュー内容 . 撮影系、再生系、セットアップ系 

液晶モニター表示言語 . 12言語対応(英語、ドイツ語、フランス語、オランダ語、 

デンマーク語、フィンランド語、イタ U ア語、ノルウェ 
一語、スウェーデン語、スペイン語、中国語[簡体字]、 
日本語） 

■電源 

使用電池 . バッテ U- パック目 P- 已] ]/ 目 P- 已] 2、 ] 個使用 

*DC カプラー使用により AC 駆動可能 

敗] 


使用電池 . バッテ U- パック目 P- 已] ]/ 目 P- 已] 2、 ] 個使用 

*DC カプラー使用により AC 駆動可能 

敗] 


撮影可能枚数 . 

温度 

撮影条件 


スト□ボ撮影なし 

已0%スト□ボ撮影 


常温 (+20 で） 

600 

400 


低温 (0 む） 

4已〇 

3已〇 


*フ J レ充電のバッテ U - ノ くック目 P- 已11/目 P- 已12使用時 
バッテ U —チェック . 自動 


*フ J レ充電のバッテ U - ノ くック目 P- 已11/目 P- 已12使用時 
バッテ U —チェック . 自動 

節電機能 . あり、設定時間 （1 /2/4/8/1已/30分)経過で電源 OFF 

曰付/時計機能用電池 .CR20] 6U チウム電池、]個使用 

■大きさ•質量 

大ささ . 142(幅） X 99(高さ） X 72.4(奥行) mm 

質量 . 己60吕(本体のみ） 

■動作環境 

使用可能温度 . 0で〜+40で 

使用可能湿度 . 8己％しッ下 


■ 
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主な仕様 


■バッテリーチヤージヤー CB -5 L 

対応バッテ U-. バッテ U- パック目 P- 己] ]/ 目 P- 已] 2 

バッテ U —取り付け部 .] 箇所 

電源コード長 . 約 1.8m 

充電時間 . 約90分 

定格入力 .AC] 00〜24 0V (已0/目 OHz) 

定格出力 .DC8.4V 

使用可能温度 . 0で〜+40で 

使用可能湿度 . 8己％しソ下 

大ささ . 91.0(幅） X32.3( 高さ）X目7.0(奥行) mm 

質量 . 10日邑(電源コードなし） 

■ EF - S 18-55 mm F 3.5-5.6 USM 

画角 . 対角線： 7が 20' 〜27°已 0' 

水平：目4° 30' 〜23° 20' 

垂直： 45° 30' 〜1已° 40' 

構成枚数 . 9群]]枚 

最小絞り .F22-36 

撮影倍率と画界 .18mm : 0.1倍 (248X1 日] mm) 

已已 mm : 0.28イ音 (81x 已 4mm) 

最短撮影距離 .0.28m 

フィルター径 . 已日 mm 

対応フード .EW-60C 

最大径X長さ .69x66.2mm 

質量 . 190邑 

対応ケース .LP814 

• 記載データはすべて当社試験基準によります。 

• 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することびあります。 
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MEMO 


W 巨-巨 KT 


アイ ピースカバー 
赤目緩和機能 ........ 

アクセサリー ........ 

イメージゾーン.… 
インデックス表示 
液晶モニター ........ 

エラー〕一 I 、表示 
オー トパワ ー オフ 
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応用撮影ゾーン . 12 

主な仕様 . 128 

回転表示 . 90 

拡大ズーム表示 . 87 

各部の名称 . 8 

画像情報表示 . 84 

構え方 . 34 

カメラ設定初期化 . 29 

カメラ設定内容表示 . 已呂 

簡単撮影ゾーン . 12 

記録画質 . 46 

ク□-ズアップ . 38 

言語 . 28 

現像パラメーター . 己3,已4 

撮景ミ画像の確認 . 40 

撮影画像の確認時間 . 41 

撮影可能枚数 . 47 

撮影機能の組み合わせ一覧 . 118 

撮影枚数 . 19 

撮影モード . 12 

撮像素テの清掃 . 32 

システムマップ . 126 

自動再生 . 89 

視度調整 . 34 

絞り数値 . 68 

シャッター速度 . 66 

シャッターボタン . 24 

半巧し . 24 

全巧し . 24 

ジャンプ表示 . 88 

充電 . 16 

手動ピント合わせ . 62 


索引 


英数字 


1枚表示 . 84 

1枚撮影 . 63 

AC アダプターキット .13. 20 

A-DEP. 72 

Adobe RGB. 己3 

AEB. 74 

AE □ック . 76 

AF フレーム . 60 

AF 補助光 . 61 

AF モード . 119 

AI ヴーボ AF. 119 

AI フオーカス AF. 119 

Av. 68 

CF 力ード' . 7, 22,12已 

CF 力ード初期化 . 9已 

CMOS. 32 

DP0F. 107 

FE □ック . 81 

ISO 感度 . 48 

NTSC. 91 

PAL. 91 

RAW. 46 


心跳 


^に亂調の觀 




































































索引 


消去 . 93 

初期状態 . 29 

ストラップの取り付けち .] 已 

スト□ボ . 78 

スト□ボ発光禁止 . 39 

スポーツ . 39 

セルフタイマー . 42 

全自動 . 36 

測光ち式 . 82 

ダイレクトプリント . 97, ] ]4 

縦横自動回転表示 . 己7 

長時間露光（バルブ） . 77 

電源スイッチ . 24 

電子ダイヤル . 14, 2已 

同捆 □□. 3 

ドライブモード . 63 

卜 U ミング(プ U ント範囲） . 104 


プ U ント指定 . 108 

プ U ントスタイル . 102 

プ1」ントタイプ . 108 

プ U ントの設定 . 108 

プ U ント枚数 . 104 

プ□グラム AE. 64 

プ□グラムシフト . 目已 

プ□テクト . 92 

ポー トレート . 38 

ホワイトバランス . 49 

ホワイトバランスブラケティング..己] 

マニュアルホワイトバランス . 已〇 

メニュー機能 . 26 

モードダイヤル . 12 

夜景ポートレート . 39 



ハイライト警告 . 8已 

バッテ1」一 . 16. 1 8. 124 

バッテ U- チェック . 18 

バッテ U- チャージャー . 13 

被写界深度 . 69 

曰付/時刻の設定 . 30 

曰付/時計用電池の交換 . 31 

ヒストグラム . 8已 

ビデオ出力 . 91 

表示パネル . 7,10 

表示パネル照明 . 82 

ファイル番号 . 已目 

ファインダー . 11 

風景 . 38 

フオー カス□ツク . 61 



リモコン . 43 

レンズ . 21 

連続撮影 . 63 

露出補正 . 73 

ワンシヨツト AF. 119 
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Canon 

キヤノン株式会社 canon.jp 

キヤノン販売株式会社〒1日 8-8 日]]東京都港区港南 2- 1 6-6 


お客様相談窓 □ 


製品の取り扱い方法、修理サービスのご相談は、機種名をご確認のラえ、お買い 
上げの販売店または、別紙のサービス窓口にご相談ください。 


アフターサービスについて 


1. イ呆証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛かりは 
お客様にてご負担願います。 

2. 本製品の補修用性能部品(製品の機能を維持するために不可欠な部品）は、曰 
本国内において、製造打ち切り後7年間を目安にイ呆有しています。したびって 
期間中は原則として修理をお受けいたします。なお、故障の原因や内容によ 
っては、期間中でち修理び困難な場合と期間後でち修理び可能な場合びあり 
ますので、その判定につさましてはお買い上げ店または、別紙のサービス窓 
口にお問い合わせください。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、修 
理箇所を明確にご指示のラえ、十分な捆包でお送りください。 


キヤノンカメラサイトのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。カメラに関する情報 
を掲載しているコンテンツ等わございますので、インターネットをご利用の方は、 
お気軽にお立ち寄りください。 

キヤノン株式会社/キヤノン販売株式会社 
canon.jp/cannera 


この使用説明書は、2003年8月に作成したちのです。それし:!降に発売された 
製品との組み合わせにつさましては、別紙のサービス窓口にお問い合わせく 
ださい。 


お U チウムイオン電池の U サイクルにご協力ください。 

CT1-5150-001 © CANON INC. 2003 PRINTED IN JAPAN 









